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LAP Positive

TALK
2006-2007

主催：ライフ・エイズ・プロジェクト（LAP）　〒100-8691 東京中央郵便局私書箱490号

Tel03-5685-9716  Fax03-5685-9703  URL http://www.lap.jp/  E-mail talk◎lap.jp

■「LAP Positive TALK」って何？
　当事者同士が、お互いの思いや体験を分かち
あったり、話しあったり、自分の話にしっかりと耳
を傾けてもらう場として、無料・匿名で行われる
当事者限定のグループミーティングです。
　いわゆるセルフ・ヘルプ・グループ、ピア・サ
ポート・グループのひとつであり、講師の話を聞
くといった講演会ではありません。感染経路に
かかわらず参加していただけるグループ（ミック
ス）、対象を限定したグループ（ゲイの方限定、
ビギナーの方限定）を毎月1回ずつ開催します。

■ 話したいことはあるけど、話せるか不安…
　安心して集える場とするために参加者はHIV
感染者・患者ご本人限定とするなどした「参加に
関するご注意」を定め、定員は10名程度（ビギ
ナー限定の回は1～5名程度）にさせていただいてい

ます。LAPスタッフが司会・進行をさせていた
だきます。「LAP Positive TALK」ではニック
ネーム（ご自身が呼ばれたい名前）を用います。

■ 日時・場所は？ 費用は？ 申し込みは？
　毎月3回、19:00～20:45まで、都内の貸会
議室で行います。日程はホームページやLAP
ホットラインでご案内させていただきます。
　参加には事前のお申し込みが必要です。参加
を希望される方はLAPまでご連絡ください。
（ホームページからもお申し込みが可能です）

LAP Positive TALKホームページ
http://www.lap.jp/ptalk/
http://www.lap.jp/ptalk/k/

LAPホットライン・エイズ電話相談
03-5685-9644（毎週土曜日午後4時～7時）

時間限定で時間限定でじっくり、じっくり、
話してみたい
話してみたい
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HIVをめぐる状況はどう変化したのか、どんな動きがあったのか
この一年から明日を覗く ［小島賢一］ 4
抗HIV薬、自立支援法、迅速検査、保険点数、医療体制

自立支援医療の自己負担の概要（2006年4月現在）  6

公衆衛生医からのエッセー
医療もお金で換算する社会になった  10
提供されるものは「適切な医療」だったが… ［JINNTA］

ゲイ・HIVポジティブの相互サポートグループ
HEARTY NETWORKの活動から見えてきたもの  13
病気を持って生きるという部分での共感 ［館林　稔］

知った気でいるあなたのための
セクシュアリティ入門⑨～なんかにやさしいの～  19
木谷さんはフェミニストなんでしょうか？ ［木谷麦子］

同じ立場に立つ、共通項を持つ者によるカウンセリング
ピア・カウンセリングの限界と可能性  29
専門職によるカウンセリングとは異なる役割が求められる ［草田　央］

LAP入会案内  12

LAPホットライン・エイズ電話相談案内  28

2006 AIDS文化フォーラムin横浜案内  32

HIV・エイズ関連ニュース  33
LAPニュースレターバックナンバーのお知らせ  40

ライフ・エイズ・プロジェクト（ＬＡＰ）
〒100-8691　東京中央郵便局私書箱490号
TEL03-5685-9716  FAX03-5685-9703

［電話相談］ TEL03-5685-9644（毎週土曜日午後4時～7時）
［郵便振替］ 00290-2-43826  加入者名:LIFE AIDS PROJECT
［銀行口座］ 三井住友銀行横浜駅前支店　695729（普通）
 「ライフ エイズ プロジェクト 代表  シミズシゲノリ」
［電子メール］ lap◎lap.jp　※◎を@に変えてください
［ホームページ］ http://www.lap.jp/（メインサイト）
 http://www.campus.ne.jp/~lap/（ミラーサイト）

● インターネットで本を買って

LAPをご支援ください

　 LAPホームページのリンク
集からamazon、オンライ
ン書店bk1に移動し、書
籍を購入すると購入代金
の中からLAPに3%の紹
介料が入ります（どなたが
購入されたのかLAPには
知らされません。購入方
法等は通常と同じです）。

○URL http://
　www.lap.jp/cgi-bin/
search/search.asp

○ LAPホームページ→LAP1→
LINK→下のアイコンをクリック
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１
． 抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
を
巡
っ

て

　
レ
イ
ア
タ
ッ
ツ（
Ａ
Ｔ
Ｖ
）に
始
ま
っ

た
新
薬
発
売
の
流
れ
は
、
ビ
リ
ア
ー
ド

（
Ｔ
Ｄ
Ｆ
）、
エ
プ
ジ
コ
ム
（
３
Ｔ
Ｃ
＋

Ａ
Ｂ
Ｃ
）、レ
ク
シ
ヴ
ァ
（
Ｆ
Ａ
Ｐ
Ｖ
）、

と
続
き
、
昨
年
春
の
エ
ム
ト
リ
バ
（
Ｆ

Ｔ
Ｃ
）、ツ
ル
バ
ダ（
Ｆ
Ｔ
Ｃ
＋
Ｔ
Ｄ
Ｆ
）

の
発
売
を
も
っ
て
一
段
落
し
た
。
こ
こ

一
年
で
新
し
い
薬
の
発
売
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
こ
れ
ら
の
薬
は
急
速
に
浸
透

し
１
日
１
回
処
方
を
当
た
り
前
の
も
の

に
し
た
。
さ
ら
に
ア
プ
テ
ィ
バ
ス
（
Ｔ

Ｐ
Ｖ
：
テ
ィ
プ
ラ
ナ
ビ
ル
）
な
ど
の
抗

Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
も
発
売
を
控
え
て
お
り
、
飲

み
や
す
い
処
方
は
ま
す
ま
す
一
般
化
す

る
と
思
わ
れ
る
。

１
日
１
回
処
方
の
一
方
で

発
売
中
止
に
な
る
薬
も

　
そ
の
一
方
で
、
い
よ
い
よ
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ

薬
も
淘
汰
の
時
代
に
入
っ
た
気
配
が

あ
る
。
フ
ォ
ー
ト
ベ
イ
ス
（
Ｓ
Ｑ
Ｖ-

Ｓ
Ｇ
Ｃ
）
が
今
秋
に
発
売
中
止
に
な
る

よ
う
だ
。
Ｓ
Ｑ
Ｖ
に
関
し
て
は
Ｈ
Ｇ

Ｃ
（
ハ
ー
ド
ジ
ェ
ル
カ
プ
セ
ル
）
が
継

続
販
売
さ
れ
る
の
で
、
現
在
服
用
中
の

患
者
さ
ん
に
大
き
な
問
題
は
な
い
。
し

か
し
、
今
後
、
他
の
薬
も
発
売
中
止
さ

れ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
そ
の
薬
し
か

効
か
な
い
、
そ
の
薬
し
か
飲
め
な
い
患

者
さ
ん
へ
は
、
エ※

１
イ
ズ
治
療
薬
研
究
班

か
ら
例
外
的
に
供
給
さ
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
も
っ
と
も
、
薬
自
体
が
製
造
中
止

と
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
も
無
理
な

話
で
あ
る
。
製
薬
会
社
に
社
会
的
責
任

を
訴
え
て
、
販
路
の
限
ら
れ
た
薬
を
赤

字
で
製
造
し
て
も
ら
う
の
に
も
限
界
が

あ
る
。

　

開
発
途
上
国
で
は
薬
の
ロ
イ
ヤ
リ

テ
ィ
を
無
償
ま
た
は
廉
価
に
せ
よ
と
の

運
動
も
起
こ
っ
て
い
る
。
製
薬
会
社
も

莫
大
な
研
究
費
を
か
け
て
開
発
し
た
薬

が
低
価
格
で
コ
ピ
ー
さ
れ
て
は
た
ま

ら
な
い
。
国
連
な
ど
で
ど
こ
ま
で
費
用

負
担
を
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
売

れ
な
く
て
も
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

薬
、
開
発
し
て
も
す
ぐ
に
コ
ピ
ー
さ
れ

る
薬
…
面
倒
な
薬
に
関
わ
る
の
は
嫌
だ

こ
の
一
年
か
ら
明
日
を
覗
く

抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
、自
立
支
援
法
、迅
速
検
査
、保
険
点
数
、医
療
体
制
…

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
め
ぐ
る
状
況
は
こ
の
１
年
で
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な〝
動
き
〞が
あ
っ
た
の
か
│
│

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
当
事
者
に
関
わ
る
話
題
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
携
わ
る
人
た
ち

が
知
っ
て
お
き
た
い
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
、
荻
窪
病
院
の
小
島
賢
一
氏
に
ま

と
め
て
い
た
だ
い
た
。
難
し
く
感
じ
ら
れ
る
話
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
医
療
や
治
療
に
も
、
社
会
福
祉
に
お
い
て
も
、
確
実
に
変
化
が

起
こ
っ
て
い
る
。
自
ら
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
お
く
こ
と
が
ま
す
ま
す

大
事
に
な
っ
て
い
る
。

※1  エイズ治療薬研究班 http://www.iijnet.or.jp/aidsdrugmhw/

荻
窪
病
院 

血
液
科 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー  

小
島  

賢
一
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と
、
会
社
が
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
開
発
・
発
売

に
消
極
的
に
な
ら
な
い
こ
と
を
祈
り
た

い
。２

． 障
害
者
自
立
支
援
法

を
巡
っ
て

　
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
は
高
価
で
あ
る
。
我
々

が
２
０
０
５
年
に
行
っ
た
「
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ

薬
の
組
合
せ
調
査
（
通
称
、
何
飲
ん
で

る
研
究
）」
で
は
、
服
薬
者
１
人
が
月

平
均
17
万
３
千
６
５
８
円（
自
費
想
定
。

三
割
負
担
で
月
５
万
２
千
円
）
か
か
っ

て
い
る
計
算
に
な
っ
た
。
並
み
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が
毎
月
支
払
え
る
よ
う
な
額

で
は
な
い
。
当
然
、
健
康
保
険
、
医
療

費
補
助
、
社
会
福
祉
制
度
等
を
利
用
し

な
く
て
は
や
っ
て
い
け
な
い
が
、
こ
れ

ま
で
患
者
・
感
染
者
の
治
療
を
支
え
て

き
た
障
害
者
認
定
制
度
と
更
生
医
療
に

関
し
て
、
変
化
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

面
に
は
も
っ
と
も
詳
し
い
Ｌ
Ａ
Ｐ
の
機

関
紙
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
詳
細
は
述

べ
な
い
が
、
大
雑
把
に
言
え
ば
、
更
生

医
療
が「
自
立
支
援
医
療
」に
変
わ
り
、

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
医
療
費
が
か
か
ら

な
か
っ
た
方
の
多
く
が
、
上
限
で
二
万

円
程
度
の
月
々
の
負
担
が
生
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
（
６
ペ
ー
ジ

参
照
）。
し
か
も
今
回
は
低
所
得
者
に

お
い
て
相
対
的
に
負
担
が
大
き
く
、
感

染
者
が
多
い
単
身
・
若
年
世
帯
ほ
ど
そ

の
影
響
が
顕
著
に
な
る
。

医
療
費
負
担
増
に
よ
る
病

院
離
れ
の
危
惧

　
こ
こ
で
何
よ
り
怖
い
の
は
、
病
院
離

れ
・
治
療
途
絶
の
危
惧
で
あ
る
。
検
査

し
た
く
て
も
、
薬
が
欲
し
く
て
も
金
銭

が
支
払
え
な
い
の
で
行
け
な
い
、
あ
る

い
は
病
院
へ
の
受
診
間
隔
を
長
く
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
っ
た
例
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
変
更
は
障
害
者

自
立
支
援
法
の
成
立
に
伴
う
も
の
で
、

本
来
は
障
害
者
の
社
会
的
自
立
を
促
進

し
、
支
援
す
る
目
的
の
立
法
で
あ
っ
た

が
、
患
者
・
感
染
者
の
就
労
に
つ
い
て

の
差
別
撤
廃
、
障
害
者
職
業
訓
練
の
充

実
、企
業
へ
の
働
き
か
け
は
不
十
分
で
、

現
状
で
は
差
別
の
あ
る
職
場
で
苦
労
し

て
医
療
費
を
支
払
う
よ
り
も
、〝
自
立

せ
ず
生
活
保
護
に
頼
り
医
療
費
負
担
を

無
く
し
た
方
が
よ
い
〞
と
考
え
る
方
を

明日を覗く

1は1日1回投与が可能な抗HIV薬
一般名 商品名 略号等

●核酸系逆転写酵素阻害薬（NRTI）
ジドブジン レトロビル AZT(ZDV)
ジダノシン※ ヴァイデックス

ヴァイデックスEC 
ddI
ddI-EC

ザルシタビン ハイビッド ddC
サニルブジン ゼリット d4T
ラミブジン エピビル 3TC
ジドブジン／ラミブジン コンビビル AZT/3TC
アバカビル ザイアジェン ABC
テノホビル ビリアード TDF
ラミブジン／アバカビル エプジコム 3TC/ABC
エムトリシタビン エムトリバ FTC
エムトリシタビン／テノホビル ツルバダ FTC/TDF
●非核酸系逆転写酵素阻害薬（NNRTI）
ネビラピン ビラミューン NVP
エファビレンツ ストックリン EFV
デラビルジン レスクリプター DLV
●プロテアーゼ阻害薬（PI）
インジナビル クリキシバン IDV
サキナビル インビラーゼ

フォートベイス
SQV-HGC
SQV-SGC

リトナビル ノービア・ソフトカプセル
ノービア・リキッド

RTV

ネルフィナビル ビラセプト NFV
アンプレナビル プローゼ APV
ロピナビル・リトナビル ※※ カレトラ・ソフトカプセル

カレトラ・リキッド
LPV・RTV

アタザナビル レイアタッツ ATV
ホスアンプレナビル レクシヴァ FPV
　※ddI-ECのみ可能。　※※海外では初回治療で可能とされている。

 日本で承認済み抗HIV薬リスト（2006年6月現在）

11

11

11
11
11
11
11

11

11

11
11
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所得区分 一定所得以下 中間所得層 一定所得以上

生活保護
世帯

市町村民税非課税
本人収入≦80万

市町村民税非課税
本人収入＞80万

市町村民税＞2万
（所得割）

2万≦市町村民税
＜20万（所得割）

20万≦市町村民
税（所得割）

高額治療継続
者（「重度かつ
継続」）以外

負担0円 1割負担
負担上限月額：
　2,500円

1割負担
負担上限月額：
　5,000円

1割負担
負担上限月額：
　 医療保険の自
己負担限度額

1割負担
負担上限月額：
　 医療保険の自
己負担限度額

自立支援医療の
対象外

高額治療継続
者（「重度かつ
継続」）※

負担0円負担0円 1割負担1割負担
負担上限月額：負担上限月額：
　　2,500円2,500円

1割負担1割負担
負担上限月額：負担上限月額：
　　5,000円5,000円

1割負担1割負担
負担上限月額：負担上限月額：
　5,000円　5,000円

1割負担1割負担
負担上限月額：負担上限月額：
　10,000円　10,000円

1割負担1割負担
負担上限月額：負担上限月額：
　20,000円　20,000円※※※※
3年間の経過措置3年間の経過措置

※  免疫機能障害は腎臓機能障害や小腸機能障害等と同様に、『高額治療継続者（「重度かつ継続」）』となり、負担額はグレー
の欄になります。ただし、『高額治療継続者（「重度かつ継続」）』の範囲については、「実証的な研究結果を踏まえ、順次、対象
の明確化等を図る」とされています。

※※ 「一定所得以上」かつ『高額治療継続者（「重度かつ継続」）』の者に対する1割負担・負担上限月額20,000円の設定は「経
過措置」であると明記され、「施行後3年を経た段階で医療実態等を踏まえて見直す」こととされています。

　 また、表の利用者負担及び軽減措置は、「3年後に障害者自立支援法全体の見直しを行う際に、利用者負担についても、併
せて見直しを行います」とされています。
　（http://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/jiritsushienhou02/6.html および http://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/jiritsushienhou04/）
○この他、入院時の食費（標準負担額：日額780円）は原則自己負担となります。
○自立支援医療の世帯の範囲は住民票上の世帯の如何にかかわらず、同じ医療保険に加入している家族となります。

　障害者自立支援法が施行され、障害者福祉サービスの体系は大きく変わることになる。提供されるサービスは
「介護給付」（居宅介護、行動援護、短期入所等）、「訓練等給付」（機能訓練・生活訓練、就労移行支援等）、「自立支
援医療」（旧精神通院医療、更生医療、育成医療）および「補装具」からなる＜自立支援給付＞と、＜地域支援事業＞
（移動支援、地域活動支援センター、福祉ホーム等）に大別される。
　変化のポイントは、①障害種別（身体障害・知的障害・精神障害）に関わらず共通のサービスを利用できるよう制
度を再編（三障害の統合）、②実施主体の市町村への一元化、③利用者に応益負担（原則1割の定率負担）を課し、
国と地方自治体の費用負担をルール化、④就労支援の強化、⑤支給決定手続きの明確化（ケアマネジメントの導
入）である。ただし、③の行政による費用負担のうち、義務的経費(国庫負担金)となるのは＜自立支援給付＞のみで、
＜地域生活支援事業＞は裁量的経費(国庫補助金)である。⑤の支給決定手続きにおいては、単なる給付管理（制度
手続き）ではなく、利用者の真のニーズの把握のために、ICF（国際生活機能分類）で用いられている活動制限や参
加制約といった個人と環境との相互作用のアセスメントおよび、その結果を踏まえた判定が必要であり、市町村審
査会がどの程度、障害者の生活に関わる判断の専門性を担保できるかが課題であると指摘されている。
　なお、障害者自立支援法の「目的」は、「障害者及び障害児がその有する能力及び適性に応じ、自立した日常生活
又は社会生活を営むことができるよう、必要な障害福祉サービスに係る給付その他の支援を行い、もって障害者
及び障害児の福祉の増進を図る」ことである。従来、「自立」とは、ADL（日常生活動作）自立、経済的自立であると
考えられていたが、1960年代に米カリフォルニア大学バークレー校で障害を持つ学生から始まった自立生活運動
（Independent Living Movement）は、「自立」を、自己決定権の行使により自己選択をすることと定義した。日本
においても、「自立とは、自らの人生におけるあらゆる事柄を自分で選択し、自分の人生をじぶんなりにいきていくこ
と」（全国自立生活センター協議会：JIL http://www.j-il.jp/）と考えられている。　　　　　　　　　（よしおか）
＜参考文献・資料＞
 厚生労働省「障害者福祉」 ホームページ http://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/
 パンフレット『平成18年4月、障害者自立支援法が施行されます』（厚労省、全国社会福祉協議会） http://www.shakyo.or.jp/pdf/pamphlet.pdf
 小澤温「障害者自立支援法とソーシャルワーク」『ソーシャルワーク研究』31(4)，2006年 p20-25.
 大曽根寛・小澤温編著『障害者福祉論』財団法人放送大学教育振興会，2005年 p.34-40.

 自立支援医療の自己負担の概要（2006年4月現在）
更生医療は「自立支援医療」に変わりました。

※表には示していませんが、育成医療（児童福祉法）の経過措置もあります。

 障害者自立支援法後の障害者福祉サービスと"自立"の定義
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増
加
さ
せ
て
し
ま
う
危
惧
も
あ
る
。

住
む
地
域
や
処
方
の
仕
方

で
負
担
が
変
わ
る
可
能
性

　
ま
た
四
月
か
ら
の
施
行
に
伴
い
、
現

場
で
も
混
乱
し
て
い
る
。
例
え
ば
毎
月

受
診
・
処
方
し
て
も
ら
う
と
毎
月
上
限

の
支
払
い
が
出
る
が
、
あ
る
月
に
三
ヶ

月
分
ま
と
め
て
処
方
し
て
も
ら
い
、
あ

と
の
二
ヶ
月
は
定
期
受
診
と
検
査
程
度

に
す
れ
ば
、
安
く
す
む
と
い
う
話
が
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
自
立
支
援
法
に

つ
い
て
厚
生
労
働
省
か
ら
Ｑ
＆
Ａ
（
疑

義
回
答
書
）
が
出
、
複
数
月
ま
と
め
て

処
方
さ
れ
て
も
、
一
ヶ
月
分
の
上
限

支
払
い
で
よ
い
と
回
答
さ
れ
た
。
し
か

し
予
算
的
に
は
国
と
自
治
体
が
折
半
し

て
い
る
の
で
、
自
治
体
が
二
ヶ
月
分
請

求
し
て
も
国
で
は
口
を
挟
め
な
い
と
も

言
っ
て
い
る
。
実
は
こ
れ
ま
で
も
院
外

処
方
で
二
ヶ
月
間
出
す
と
、
更
生
医
療

費
も
一
ヶ
月
分
で
す
ま
せ
る
自
治
体
と

二
ヶ
月
分
を
請
求
す
る
自
治
体
が
あ
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
同
じ
薬
の
組
合
せ
を

同
じ
量
飲
ん
で
い
て
、
住
む
地
域
や
処

方
の
仕
方
に
よ
っ
て
負
担
が
倍
以
上

違
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
で

は
混
乱
し
な
い
方
が
お
か
し
い
。

　
医
療
側
と
し
て
も
│
特
に
都
内
は
│

患
者
・
感
染
者
数
が
増
加
し
て
主
要
拠

点
病
院
の
外
来
は
限
界
に
き
て
お
り
、

安
定
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
長
期
処
方

す
る
の
は
都
合
が
良
い
は
ず
で
あ
る
。

今
、
あ
え
て
一
ヶ
月
処
方
す
る
の
は
、

副
作
用
の
危
惧
、
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
の

調
整
、
他
の
疾
患
と
の
関
連
や
検
査
の

必
要
な
ど
の
必
要
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

患
者
さ
ん
に
こ
う
し
た
事
情
を
し
っ
か

り
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
説
明
責
任

は
大
き
く
な
る
。
ま
た
支
援
者
の
皆
さ

ん
も
、
安
易
に
「
長
期
処
方
に
し
な
い

の
は
患
者
の
不
利
益
だ
」
と
主
張
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
そ
の
あ
た
り
の

状
況
は
し
っ
か
り
把
握
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
自
治
体
、
個
人
の

状
況
や
病
院
の
経
験
数
に
よ
っ
て
支

払
額
に
相
違
が
出
る
と
思
わ
れ
、
し
ば

ら
く
混
乱
が
続
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

３
．迅
速
検
査
を
巡
っ
て

　
昨
年
、
一
気
に
迅
速
検
査
の
採
用
が

拡
大
し
た
。
迅
速
検
査
は
一
時
間
か
か

ら
ず
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
の
有
無
が
わ
か
る

と
い
う
も
の
。
東
京
、神
奈
川
、埼
玉
、

千
葉
、
群
馬
、
栃
木
、
山
梨
な
ど
、
首

都
圏
で
は
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が
様
々

な
形
で
取
り
入
れ
た
。
迅
速
検
査
採
用

保
健
所
に
お
い
て
は
、
受
検
者
数
も
３

〜
５
倍
程
度
増
え
て
い
る
（
た
だ
地
域

性
か
ら
匿
名
が
保
ち
難
い
保
健
所
に
お

い
て
は
そ
れ
ほ
ど
の
増
加
は
な
か
っ
た

よ
う
だ
）。
早
く
結
果
が
知
り
た
い
と

い
う
人
々
の
要
望
に
合
致
し
た
導
入
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
迅
速
検
査
だ
が
、
反
面
、
い
く

つ
か
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
最

も
大
き
い
の
は
目
視
判
定
の
た
め
、
あ

る
程
度
経
験
が
必
要
な
こ
と
で
、
慣
れ

な
い
者
が
判
定
す
る
と
相
当
数
の
偽
陽

性
が
出
現
し
て
し
ま
う
。
適
正
な
判
定

に
は
、
複
数
の
目
視
確
認
者
を
養
成
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
で
も
検

査
の
性
格
上
、
１
％
程
度
の
偽
陽
性
は

出
現
す
る
。
判
定
保
留
と
言
わ
れ
て
更

に
一
週
間
以
上
、
最
終
判
定
を
待
つ
身

は
か
な
り
辛
い
。
そ
の
対
処
も
問
題
で

あ
る
。

　
ま
た
、
迅
速
検
査
は
陽
性
者
の
早
期

発
見
だ
け
が
目
的
で
は
な
い
。
陰
性
者

へ
予
防
啓
発
も
大
切
な
役
割
で
あ
る
。

短
時
間
、
大
人
数
の
中
で
ど
う
働
き
か

明日を覗く

「保健所等における即日検査のガ
イドライン」
即日検査を導入する背景、即日検
査の内容、準備すべき事項や留
意点等がまとめられている。HIV
検査相談マップ（http://www.
hivkensa.com/）の「検査・相談の
担当者向け資料」のページにPDF
版および「即日検査受検者へ手渡
す資料」の様式（word版）が掲載
されている。
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け
る
か
は
難
し
い
課
題
と
な
る
。
更
に

言
え
ば
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
即
日
に
な
っ
た
が
、

他
の
検
査
、
例
え
ば
ク
ラ
ミ
ジ
ア
な
ど

は
相
変
わ
ら
ず
結
果
が
で
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
た
め
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
迅
速
検

査
の
み
を
希
望
す
る
人
が
多
く
、
ク
ラ

ミ
ジ
ア
検
査
の
受
診
者
を
相
対
的
に

減
少
さ
せ
た
。
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
は
感

染
症
防
御
が
不
十
分
な
こ
と
の
証
で
あ

り
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
者
に
予
防
を
働

き
か
け
る
こ
と
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
予
防
に

と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
対
策
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を

現
場
で
実
現
す
る
努
力
を

　
な
お
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
体
制
の
構
築
に
関
す
る
研
究
班
」

（
今
年
度
よ
り
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
相
談
機

会
の
拡
大
と
質
的
充
実
に
関
す
る
研
究

班
」）が
作
成
し
た「
保
健
所
等
に
お
け

る
即
日
検
査
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
関
係
者

に
は
是
非
、
参
照
し
て
欲
し
い
。
そ
の

内
容
を
現
場
で
実
現
す
る
に
は
か
な
り

の
努
力
を
覚
悟
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

け
る
か
は
難
し
い
課
題
と
な
る
。
更
に

言
え
ば
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
即
日
に
な
っ
た
が
、

他
の
検
査
、
例
え
ば
ク
ラ
ミ
ジ
ア
な
ど

は
相
変
わ
ら
ず
結
果
が
で
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
た
め
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
迅
速
検

査
の
み
を
希
望
す
る
人
が
多
く
、
ク
ラ

ミ
ジ
ア
検
査
の
受
診
者
を
相
対
的
に

減
少
さ
せ
た
。
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
は
感

染
症
防
御
が
不
十
分
な
こ
と
の
証
で
あ

り
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
者
に
予
防
を
働

き
か
け
る
こ
と
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
予
防
に

と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
対
策
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を

現
場
で
実
現
す
る
努
力
を

　
な
お
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
体
制
の
構
築
に
関
す
る
研
究
班
」

（
今
年
度
よ
り
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
相
談
機

会
の
拡
大
と
質
的
充
実
に
関
す
る
研
究

班
」）が
作
成
し
た「
保
健
所
等
に
お
け

る
即
日
検
査
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
関
係
者

に
は
是
非
、
参
照
し
て
欲
し
い
。
そ
の

内
容
を
現
場
で
実
現
す
る
に
は
か
な
り

の
努
力
を
覚
悟
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
年
も
迅

速
検
査
は
広
が
っ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。

４
． 保
険
点
数
の
改
訂
を

巡
っ
て

　
健
康
保
険
制
度
で
は
、
一
つ
一
つ
の

医
療
行
為
に
診
療
報
酬
点
数
（
１
点
10

円
）
が
決
ま
っ
て
い
て
、
二
年
に
一
度

そ
の
診
療
報
酬
点
数
は
改
訂
さ
れ
る
。

今
年
は
そ
の
大
改
訂
が
あ
っ
た
。

ウ
イ
ル
ス
疾
患
指
導
料
の

点
数
加
算

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
関
連
で
は
新
た
に
、
条
件
を

満
た
す
病
院
は
専
門
病
院
と
し
て
診
療

に
対
し
て
２
２
０
点
が
加
算
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
苦
労
し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
診
療

を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
に
は
朗
報
に

聞
こ
え
る
。
し
か
し
条
件
が
な
か
な
か

に
厳
し
い
。
例
え
ば
〝
専
従
看
護
師
を

配
置
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
〞と
あ
る
。

専
従
と
は
外
来
看
護
師
と
病
棟
看
護
師

を
兼
ね
な
い
、
主
に
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
患
者
・

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
を
診
て
い
る
看
護
師
を

意
味
す
る
。
人
手
不
足
の
昨
今
、
専
従

者
を
お
け
る
病
院
は
ど
れ
だ
け
あ
る
の

だ
ろ
う
。
し
か
も
今
日
か
ら
置
き
ま
す

と
病
院
が
宣
言
し
て
も
、
点
数
が
加
算

さ
れ
る
に
は
専
従
二
年
以
上
の
経
験
が

必
要
で
あ
り
、
す
ぐ
に
は
点
数
化
さ
れ

な
い
。
二
年
た
っ
て
も
そ
の
人
が
転
勤

す
れ
ば
お
し
ま
い
。
恒
久
的
に
加
算
を

求
め
る
な
ら
、
常
に
二
人
以
上
の
専
従

看
護
師
を
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。さ
て
、

そ
れ
が
で
き
る
医
療
機
関
は
何
箇
所
あ

る
か
。

療
養
型
病
院
の
定
額
制

（
包
括
医
療
制
度
）の
壁

　
他
に
も
長
期
の
療
養
施
設
の
問
題
が

あ
る
。
病
院
に
は
比
較
的
短
期
に
収
容

し
て
加
療
す
る
施
設
と
長
期
間
の
収
容

を
前
提
と
し
た
療
養
型
の
病
院
が
あ
る

が
、
現
在
、
保
険
点
数
の
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
、療
養
型
病
院
に
は
定
額
制（
包

括
医
療
制
度
。
通
称「
ま
る
め
」）が
適

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
治
療
、
検
査

や
投
薬
に
関
わ
ら
ず
一
定
額
を
病
院
に

支
払
う
と
い
う
も
の
だ
。
独
身
を
通
し

た
患
者
・
感
染
者
が
高
齢
に
な
り
、
体

調
不
良
に
な
っ
た
際
に
は
そ
う
い
っ
た

医
療
機
関
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
そ
の
定
額
に
は
高
価
な
薬
剤
費
は

〝
想
定
外
〞
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り

療
養
型
病
院
が
高
価
な
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
剤
を

服
薬
し
て
い
る
患
者
さ
ん
を
預
か
る
と

一
定
額
し
か
保
険
で
払
っ
て
も
ら
え
な

い
た
め
に
、
必
ず
赤
字
に
な
る
の
で
あ

る
。
た
だ
で
さ
え
長
期
療
養
施
設
で
は

感
染
症
は
嫌
わ
れ
る
が
、
こ
れ
で
は
ま

す
ま
す
入
院
で
き
な
く
な
る
。
莫
大
な

差
額
を
自
費
で
支
払
う
こ
と
を
要
求
さ

れ
て
も
、
大
丈
夫
な
方
は
ど
れ
く
ら
い

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
既
に
首
都
圏
で
は

出
始
め
て
い
る
問
題
で
あ
り
、
年
々
大

き
く
な
っ
て
い
こ
う
。

５
．医
療
体
制
を
巡
っ
て

　

経
済
界
で
は
貧
富
の
格
差
や
大
都

市
・
地
方
格
差
が
騒
が
れ
て
い
る
が
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
医
療
に
お
い
て
も
格
差
は
広
が

り
つ
つ
あ
る
。
同
じ
拠
点
病
院
で
も
数

百
人
を
常
時
診
て
い
る
病
院
と
診
療
経

験
の
全
く
な
い
病
院
が
あ
り
、
医
療
水

準
、
職
員
の
意
識
、
対
応
に
大
き
な
差
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が
出
て
い
る
。
特
に
地
方
で
は
こ
の
傾

向
が
顕
著
で
あ
る
。

各
都
道
府
県
に
一
箇
所
の

中
核
拠
点
病
院
を
整
備

　
こ
れ
に
対
し
て
厚
生
労
働
省
で
は
各

都
道
府
県
に
一
箇
所
ず
つ
中※
２
核
拠
点
病

院
を
設
置
し
よ
う
と
計
画
し
た
。
全
般

的
に
減
少
し
て
い
る
エ
イ
ズ
医
療
予
算

を
集
中
的
に
配
分
し
て
、
自
治
体
中
心

の
細
や
か
な
医
療
情
報
の
提
供
や
指
導

･

研
修
を
行
う
た
め
と
言
う
。

　
し
か
し
中
核
に
指
定
さ
れ
た
病
院
が

現
実
に
県
域
の
主
導
・
指
導
で
き
る
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
「
患
者
さ
ん
を
見
つ

け
て
も
中
核
拠
点
病
院
に
送
れ
ば
い

い
」、「
普
通
の
病
気
で
あ
っ
て
も
感
染

者
は
専
門
病
院
で
見
て
も
ら
う
べ
き
」

と
い
っ
た
逆
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
一
般

拠
点
病
院
に
受
け
取
ら
れ
る
危
険
性
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
既
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
診
療
拠

点
病
院
を
辞
退
す
る
施
設
も
現
れ
て
お

り
、
今
回
の
体
制
改
革
が
患
者
・
感
染

者
の
受
け
入
れ
機
関
を
狭
め
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

を
「
特
別
な
病
気
」
に
し
て
し
ま
う
結

果
に
な
ら
な
け
れ
ば
よ
い
が
…
。
今
年

の
動
き
を
見
守
り
た
い
。

６
． そ
の
他
の
話
題
を

巡
っ
て

・
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｐ（
神
戸
会
議
）

　
参
加
者
に
聞
い
て
も
、
こ
の
国
際
会

議
の
評
価
・
印
象
は
様
々
で
あ
る
。
Ｐ

Ｉ
（
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
阻
害
剤
）
を
一
般

国
民
の
治
療
に
使
え
る
国
は
日
本
、
韓

国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
台
湾
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
香
港
の
一
部
程
度
と
ア

ジ
ア
に
お
い
て
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
売
血
、
麻
薬
、
買
売
春
な
ど
の
社
会

問
題
の
国
情
の
違
い
も
大
き
い
。
治
療

や
予
防
の
話
も
同
じ
土
俵
の
上
で
議
論

で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

飲
み
方
が
悪
く
て
耐
性
を
作
っ
て
し
ま

う
話
題
、
専
門
家
の
薬
へ
強
い
興
味
・

関
心
は
共
通
し
て
い
た
と
言
う
。

　
社
会
的
支
援
の
点
で
は
、
日
本
は
も

は
や
出
遅
れ
て
い
て
、
ア
ジ
ア
を
啓
発

し
て
い
く
立
場
で
は
な
く
、
学
ぶ
側
に

な
っ
た
。
健
康
保
険
制
度
を
持
ち
、
自

立
支
援
法
が
本
来
の
効
果
を
発
揮
し
て

く
れ
れ
ば
良
い
が
、
就
業
・
就
職
へ
の

壁
は
厚
く
、
外
国
人
の
医
療
へ
の
ア
ク

セ
ス
も
対
応
が
大
き
く
遅
れ
て
い
る
日

本
。
ア
ジ
ア
各
国
政
府
で
は
医
療
、
就

業
、
予
防
体
制
整
備
に
熱
心
に
取
り
組

み
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
実
績
を
上

げ
て
い
る
よ
う
だ
。
他
国
で
は
首
相
ク

ラ
ス
が
挨
拶
す
る
こ
の
会
議
、
今
回
厚

生
労
働
大
臣
の
挨
拶
す
ら
な
か
っ
た
日

本
の
姿
勢
は
、
そ
の
ま
ま
わ
が
国
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
へ
の
姿
勢
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て

い
る
。
明
日
の
日
本
は
ど
こ
ま
で
社
会

的
支
援
を
考
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

・
針
刺
し
事
故
後
、
対
応

　
新
薬
の
登
場
を
受
け
、
医
療
者
の
針

刺
し
事
故
後
の
処
方
に
つ
い
て
も
見
直

し
が
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
Ａ

Ｚ
Ｔ
＋
３
Ｔ
Ｃ
＋
Ｎ
Ｆ
Ｖ
に
加
え
て
Ｌ

Ｐ
Ｖ
や
Ｔ
Ｄ
Ｆ
の
組
合
せ
も
推
奨
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｅ
Ｆ
Ｖ
は
１
日
１

回
で
あ
る
が
、
服
薬
直
後
に
は
発
熱
や

精
神
症
状
も
出
現
す
る
の
で
、
事
故
後

の
服
薬
に
は
適
さ
な
い
。
こ
れ
ら
も
今

後
の
新
薬
の
発
売
状
態
に
よ
っ
て
は
更

に
変
わ
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
国
家
資
格
化

　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
国
家
資
格
化
は
持

ち
越
さ
れ
た
。
患
者
・
感
染
者
の
心
理

的
な
支
援
を
主
に
担
当
し
て
い
る
の
が

「
臨
床
心
理
士
」
で
あ
る
が
、
国
家
資

格
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
の
保
険

点
数
の
改
訂
の
中
で
も
何
も
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。
前
国
会
で
は
議
員
立
法
の

寸
前
ま
で
い
っ
た
が
、
今
年
の
国
会
で

動
き
が
あ
る
も
の
か
、
現
段
階
で
は
不

明
で
あ
る
。

７
．お
わ
り
に

　
駆
け
足
で
昨
年
の
話
題
の
い
く
つ
か

を
追
っ
た
。
世
間
で
大
騒
ぎ
さ
れ
る
こ

と
は
な
く
な
っ
て
き
た
も
の
の
、
確
実

に
医
療
・
治
療
で
も
、
社
会
福
祉
や
感

染
者
動
向
の
面
で
も
変
化
は
起
こ
っ
て

い
る
。
知
ら
ん
顔
で
い
る
と
と
ん
で

も
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
た
り
、
決

ま
っ
て
い
た
り
も
す
る
。
こ
う
し
た
情

報
誌
を
見
る
だ
け
で
も
い
い
。
ア
ン
テ

ナ
を
張
っ
て
お
く
こ
と
は
、
明
日
に
向

け
て
、
ま
す
ま
す
大
切
な
こ
と
に
な
ろ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
小
島
賢
一
﹈

明日を覗く

※2  エイズ治療の中核拠点病院の整備について（平成18年3月31日 健発第0331001号厚生労
働省健康局長通知） http://api-net.jfap.or.jp/mhw/document/doc_01_0331001.htm
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提
供
さ
れ
る
も
の
は
「
適

切
な
医
療
」
だ
っ
た
が
…

　
こ
の
た
び
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施

行
さ
れ
た
。
介
護
保
険
も
そ
の
カ
バ
ー

す
る
領
域
が
拡
大
し
、
い
ず
れ
は
高
齢

者
の
健
康
面
も
含
め
か
な
り
の
部
分
を

み
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
一
連
の
こ
の
流
れ
の
中
で
、

注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
制
度
改
革
は
、
社
会
保
障
の
あ
り

方
を
で
き
る
だ
け
お
金
の
助
成
に
変
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。た
と
え
ば
、

こ
の
た
び
育
成
医
療
と
い
う
制
度
が
廃

止
さ
れ
た
。
育
成
医
療
と
い
う
の
は
、

子
ど
も
の
医
療
制
度
で
あ
る
が
、
医
療

を
受
け
な
い
と
重
度
の
障
害
が
残
り
、

適
切
な
医
療
に
よ
っ
て
十
分
な
軽
減
が

図
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
、
医

療
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
提
供
さ

れ
る
も
の
は
あ
く
ま
で
も
適
切
な
医
療

で
あ
っ
て
、
お
金
そ
の
も
の
を
直
接
的

な
対
象
と
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
新
法

で
は
お
金
を
給
付
す
る
と
い
う
制
度
に

変
わ
っ
た
。
結
局
お
金
が
出
る
の
は
一

緒
だ
か
ら
、
実
質
的
に
は
変
わ
り
な

い
で
は
な
い
か
と
思
う
の
は
早
計
で
あ

る
。

お
金
と
い
う
軸
で
動
く
よ

う
に
な
る

　
こ
れ
ま
で
、
日
本
の
福
祉
的
な
医
療

は
、
お
金
そ
の
も
の
を
足
す
（
助
成
）

の
で
は
な
く
、
医
療
そ
の
も
の
を
給
付

す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
き
た
。
こ
の

こ
と
は
、
お
金
と
い
う
軸
で
考
え
る
の

で
は
な
く
、
公
が
モ
ノ
を
保
障
す
る
と

い
う
考
え
が
表
に
出
て
い
る
。

　
今
度
の
制
度
は
、
医
療
そ
の
も
の
を

保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な

く
、
医
療
を
お
金
で
買
っ
て
、
そ
の
一

部
を
助
成
し
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
考
え

で
あ
る
。

　
お
金
と
い
う
軸
で
動
く
よ
う
に
な
る

と
、
お
金
の
都
合
で
制
度
は
ど
ん
ど
ん

変
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
に

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
訳
だ
が
、
そ
れ
以

上
に
、
公
が
保
障
す
る
と
い
う
考
え
方

が
後
退
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
の
が
、
あ
る
意
味
恐
ろ
し

い
。

　
こ
れ
は
福
祉
関
係
者
と
か
、
有
識
者

や
国
民
が
気
を
つ
け
て
い
れ
ば
い
い
こ

と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
制
度
に

な
っ
た
も
の
は
、
そ
の
理
念
や
、
導
入

し
た
と
き
の
了
解
事
項
か
ら
離
れ
て
、

一
人
歩
き
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

に
制
度
や
法
律
と
い
う
の
は
大
事
で
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
る
か
、
時

代
に
よ
っ
て
ど
う
変
化
し
う
る
か
を
予

測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

健
康
管
理
は「
保
険
者（
健

康
保
険
）」
の
役
割
に

　
健
康
面
に
つ
い
て
は
も
っ
と
憂
慮
す

べ
き
状
態
に
な
っ
て
き
て
い
る
。今
後
、

健
康
管
理
は
基
本
的
に
「
保
険
者
（
健

医
療
も
お
金
で
換
算

す
る
社
会
に
な
っ
た

公
衆
衛
生
医
師　
　

Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｔ
Ａ

公
衆
衛
生
医
か
ら
の
エ
ッ
セ
ー
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お金で換算する社会

康
保
険
）」
の
役
割
に
な
る
。
保
険
は

ほ
ぼ
１
０
０
％
、
金
の
論
理
で
動
く
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
今
回
、
保
険
者
が
行
う
健
康
管
理
は

生
活
習
慣
病
対
策
の
う
ち
、「
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
を
中
心
と
し

た
循
環
器
病
や
糖
尿
病
、
肥
満
と
い
っ

た
も
の
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
病
気
は
将

来
重
大
な
後
遺
症
を
起
こ
す
。
そ
の
た

め
予
防
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ

れ
ま
で
は
、
老
人
保
健
法
に
よ
っ
て
市

町
村
役
場
が
、
そ
し
て
労
働
安
全
衛
生

法
に
よ
っ
て
事
業
場
が
行
っ
て
き
た
。

そ
れ
は
、国
民
的
な
問
題
で
あ
る
の
で
、

基
本
的
人
権
の
観
点
か
ら
、
公
的
な
責

任
に
よ
っ
て
行
う
べ
し
と
言
う
理
論
か

ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
を
保
険
で
す
る
こ
と

に
は
意
味
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
悪
化
す

る
と
医
療
費
が
か
か
る
の
で
、
予
防
し

て
医
療
費
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
の

が
、実
は
大
き
な
隠
れ
た
目
的
で
あ
る
。

　
お
金
が
か
か
る
と
一
生
懸
命
や
る
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
と
、
も
う
一
つ
は
保

険
と
い
う
の
は
お
金
を
武
器
に
し
て
、

被
保
険
者
（
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
）
を
従
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

保
険
料
を
あ
げ
る
な
ど
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ

　
た
と
え
ば
、
現
在
、
健
診
受
診
率
の

低
い
加
入
者
に
対
し
て
は
、
保
険
料
を

あ
げ
る
な
ど
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
考
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
進
ん
で
ゆ
け
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
た
と
え
ば
健
診
や
保
健
指
導
を
受

け
な
け
れ
ば
保
険
証
を
渡
さ
な
い
と

か
、
肥
満
度
に
よ
っ
て
保
険
料
が
変
わ

る
と
か
、
障
害
が
あ
る
と
も
の
す
ご
く

保
険
料
が
高
い
と
か
、
そ
う
い
う
時
代

が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
な
お
、
が
ん
対
策
は
外
さ
れ
て
い
る

が
、
本
格
的
な
が
ん
対
策
を
保
険
で
し

な
い
の
は
、
が
ん
を
早
期
発
見
し
て
も

医
療
費
は
減
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
不

謹
慎
な
言
い
方
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
早

く
見
つ
け
な
い
で
、
さ
っ
さ
と
死
ん
で

し
ま
っ
た
方
が
、
医
療
費
の
面
で
は
安

上
が
り
と
言
う
こ
と
ら
し
い
。
も
っ
と

も
、
年
金
制
度
な
ど
は
、
年
金
を
あ
ま

り
受
け
と
ら
な
い
う
ち
に
死
ん
で
く
れ

た
方
が
助
か
る
と
い
う
矛
盾
も
あ
る
。

短
期
間
の
効
果
を
見
込
ん

で
の
も
の

　
こ
れ
ら
の
お
金
は
、
も
ち
ろ
ん
短
期

間
の
効
果
を
見
込
ん
で
の
も
の
で
あ

る
。

　
長
期
的
に
見
る
と
、
人
間
は
必
ず
死

ぬ
の
で
、
あ
る
病
気
を
予
防
す
れ
ば
、

別
の
病
気
で
死
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
、
高
齢
に
な
っ
て
か
か
る

る
病
気
ほ
ど
、
か
ら
だ
が
へ
た
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
医
療
費
が
か
さ
む
こ
と

に
な
る
。
若
い
と
き
に
が
ん
で
死
ぬ
よ

り
、
老
人
に
な
っ
て
寝
た
き
り
で
長
期

間
治
療
す
る
方
が
医
療
費
は
か
さ
む
。

予
防
を
す
れ
ば
医
療
費
が

減
る
と
い
う
の
は
幻
想

　
わ
が
国
で
は
、
か
つ
て
、
脳
卒
中
対

策
を
一
生
懸
命
や
っ
た
、
胃
が
ん
対
策

を
一
生
懸
命
や
っ
て
、
50
〜
60
代
の

死
亡
を
ぐ
っ
と
減
ら
す
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
も

の
は
、
寝
た
き
り
老
人
と
認
知
症
老
人

の
医
療
と
介
護
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
50

〜
60
代
の
人
が
脳
卒
中
や
胃
が
ん
で

死
ぬ
ま
で
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
は
る

か
に
し
の
ぐ
医
療
費
が
か
か
っ
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
病
気
の
予
防
を
す
れ
ば

医
療
費
が
減
る
と
い
う
の
は
幻
想
で
し

か
な
い
。
30
年
た
て
ば
、
莫
大
そ
の

ツ
ケ
が
回
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
今
の

医
療
費
問
題
は
、
あ
き
ら
か
に
昭
和
30

〜
40
年
代
の
政
策
の
ツ
ケ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
を
負
担
す
る
の
は
現

在
の
若
い
世
代
と
子
ど
も
の
世
代
だ
か

ら
、
今
を
し
の
げ
れ
ば
、
あ
と
は
野
と

な
れ
山
と
な
れ
、
と
言
っ
た
と
こ
ろ
だ

ろ
う
か
。
も
っ
と
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
が

必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

生
活
モ
デ
ル
に
従
っ
た
対

策
が
欠
か
せ
な
い

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
健
康
寿
命
と
い
う

概
念
が
出
さ
れ
、
で
き
る
だ
け
高
齢
ま

で
元
気
で
、
そ
し
て
病
気
を
し
た
ら
医
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療
費
を
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
で
あ
っ

と
い
う
間
に
死
ぬ
、
と
言
う
こ
と
を
め

ざ
そ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
。し
か
し
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
生
活
習
慣
病

の
予
防
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
、
豊
か
な
人
間
関
係
づ

く
り
、
経
済
的
自
立
の
確
保
な
ど
、
生

活
モ
デ
ル
に
従
っ
て
対
策
を
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
で

の
取
り
組
み
と
お
金
の
配
分
は
、
非
常

に
お
寒
い
状
況
で
あ
る
。

健
康
に
は
長
期
的
展
望
が

必
要

　
「
金
は
天
下
の
回
り
も
の
」
と
言
う

よ
う
に
、
長
期
的
展
望
は
お
金
で
は
立

て
に
く
い
。
お
金
（
経
済
効
果
）
は
短

期
的
な
対
策
に
導
入
さ
れ
る
べ
き
概

念
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
健
康
と
言
っ
た

長
期
的
展
望
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
公
に
よ
る
保
障
を
ど
う
す
る
か
、

そ
の
た
め
の
お
金
を
ど
う
捻
出
す
る

か
、
と
い
っ
た
議
論
が
徹
底
的
に
行
わ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
Ｌ
Ａ
Ｐ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
連
載
し

た
エ
ッ
セ
ー
が
本
に
な
り
ま
し
た
。

　
清
水
さ
ん
、
岩
室
さ
ん
の
特
別
寄
稿

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
﹇
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｔ
Ａ
﹈

e-m
ail:jinnta

◎nifty.com

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：
http://hom

epage3.nifty.com
/hksk/jinnta/

あなたにしかできないことを、そして
あなたにもできることをお手伝いください

　ライフ・エイズ・プロジェクト（LAP）は「HIV感染者・患者のためのサポートグループ」として、
93年2月に発足しました。以来、感染者・患者のための宿泊、休憩施設「PHAシェルター」の運営を
はじめ、電話相談、バディ活動、交流会、ニュースレターの発行、勉強会・研修会の開催などの活動
を行っています。
　LAPではこうした私たちの活動を支援してくださる「会員」を募集しています。会員制度は、
LAPの活動を維持し、できる限りの支援活動をしていくための人と資金を確保するための制度
です。会員の皆様にはニュースレターや勉強会・研修会等の各種資料をお届けいたします。まだ
会員の登録をされていない方はぜひ、希望する会員の種類とお名前、ご住所をお書きの上、郵便
振替でお申し込み下さい。
　　個人会員（維　持） 年会費 5,000円 （一口。何口でも可）
　　個人会員（一　般） 年会費 3,000円
　　個人会員（学　生）   年会費 2,000円 （但し、相談に応じます）　
　　団体会員（営　利） 年会費 30,000円
　　団体会員（非営利） 年会費 10,000円 （但し、相談に応じます）
　　資料送付料（非会員） 年　間 3,000円 以上
　　振込先： 郵便振替　00290-2-43826　
　　 口座名義　LIFE AIDS PROJECT

お問い合わせは 〒100-8691 東京中央郵便局私書箱490号 LAP まで

『 生草医者のひとりごと～おちこ
ぼれ公衆衛生医のエッセー～』
保健計画総合研究所 研究所長 
福永一郎著
ISBN4-9901753-4-4
¥1,575
（ 特別寄稿：清水茂徳、岩室紳
也、櫃本真聿、藤内修二、北條
不可思）

お金で換算する社会
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陽
性
者
の
オ
フ
会

　

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
あ
る
掲
示
板

に
集
ま
っ
た
８
人
の
メ
ー
ル
友
達
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
と
は
異
な
り
、

１
９
９
８
年
当
時
は
ま
だ
陽
性
者
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
掲
示
板
は
少
な
く
、

掲
示
板
で
の
や
り
と
り
が
始
ま
っ
た
だ

け
で
な
く
、
掲
示
板
を
通
じ
て
メ
ー
ル

の
や
り
と
り
が
始
ま
っ
た
の
は
今
思
え

ば
何
か
の
縁
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
最
初
は
掲
示
板
を
通
じ
て
メ
ー
ル
の

や
り
と
り
が
始
ま
り
、
最
初
は
一
人

つ
な
が
り
、
二
人
つ
な
が
り
、
最
後
に

は
わ
た
し
自
身
が
直
接
知
ら
な
い
人
も

含
め
て
一
度
陽
性
者
だ
け
の
オ※
１
フ
会
を

し
よ
う
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
当

時
は
陽
性
者
の
数
も
ま
だ
少
な
く
、
更

に
ゲ
イ
の
狭
い
世
界
の
こ
と
だ
っ
た
の

で
、
オ
フ
会
に
参
加
す
る
だ
け
で
も
と

て
も
勇
気
の
い
る
こ
と
だ
っ
た
こ
と
を

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　
オ
フ
会
の
席
は
い
た
っ
て
な
ご
や
か

な
も
の
で
し
た
が
、
オ
フ
会
に
参
加

す
る
ま
で
の
こ
と
を
み
ん
な
に
聞
い
て

み
る
と
、
誰
か
知
っ
て
い
る
人
に
会
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
本
当
に
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か

と
、
参
加
す
る
ま
で
は
心
中
穏
や
か
な

ら
ざ
る
も
の
を
感
じ
て
い
た
人
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

友
達
か
ら
サ
ポ
ー
ト
グ

ル
ー
プ
へ

　

最
初
の
オ
フ
会
の
開
催
の
時
点
で

は
、
友
人
同
士
の
不
定
期
の
オ
フ
会
を

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
初
め
て
み

る
と
オ
フ
会
の
継
続
を
願
う
声
が
多

く
、
活
動
を
継
続
す
る
上
で
の
基
盤
の

必
要
性
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
積
極
的
に
オ
フ
会
の
準
備
に
か
か

わ
っ
て
い
た
数
人
が
自
然
と
ス
タ
ッ

フ
と
な
り
、
オ
フ
会
が
３
回
目
を
迎
え

る
１
９
９
９
年
の
１
月
か
ら
は
横
浜
Ａ

HEARTY NETWORK

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

の
活
動
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

ゲ
イ
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
相
互
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
代
表  

館
林　
稔

　
１
９
９
８
年
に
８
人
の
メ
ー
ル
友
達
か
ら
始
ま
っ
た
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ 

Ｎ

Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
。「
数
値
に
振
り
回
さ
れ
ず
、
病
気
を
持
っ
て
生
き
る
と

い
う
部
分
で
共
感
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」と
、
ゲ
イ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
を
対
象
と
し
た
交
流
会
を
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
、
参
加
者
は
延

べ
１
３
０
０
人
を
超
え
た
。
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
、
活
動
の
実
際
、
そ
し

て「
病
の
体
験
」に
根
ざ
し
た
思
い
に
つ
い
て
、
代
表
の
館
林
稔
氏
に
ま
と

め
て
い
た
だ
い
た
。

※1  オフ会 ── 掲示板やメール等で出会ったネット上（オンライン）の知り合
いが、実際に集まって行う会合のこと。オフラインミーティングとも言う。



LAP NEWSLETTER Vol.41 2006　14

Ｉ
Ｄ
Ｓ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内
に
事
務

所
を
借
り
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
と
同
時
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
資
金
基

盤
を
固
め
る
た
め
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

支
援
金
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
時
点
か
ら
オ
フ
会
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ

陽
性
者
の
交
流
会
と
な
り
、
Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｒ
Ｔ
Ｙ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
と
い
う
サ

ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
交
流
会
の
た
め
の
掲
示
板
を
新
た
に

開
設
し
、
友
達
や
知
り
合
い
だ
け
で
な

く
、
新
た
に
参
加
を
希
望
す
る
参
加
者

を
募
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
募
集
は
主

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
し
た
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
持
た
な
い
人

は
参
加
者
か
ら
の
紹
介
の
段
取
り
を
踏

ん
で
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
オ
フ
会
は
居
酒
屋
を
利
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
交
流
会
を
継
続
す
る

た
め
に
会
場
を
探
し
ま
し
た
。
初
め
て

の
オ
フ
会
の
時
の
参
加
者
の
不
安
を
考

え
、
交
流
会
参
加
の
グ
ラ
ン
ド
ル
ー
ル

を
作
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
参

加
者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
集
ま
り
が

必
要
で
あ
る
か
を
調
べ
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
知
識
も
な
く
、
同

じ
よ
う
な
活
動
も
な
か
っ
た
た
め
手
探

り
の
連
続
で
し
た
が
、
少
し
で
も
参
考

に
な
る
研
修
会
や
勉
強
会
に
参
加
し
、

中
で
も
Ｌ
Ａ
Ｐ
さ
ん
が
開
催
し
て
い
た

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
習
会
へ
の

参
加
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
知
る
上
で
大
き
な
視
野
を
得

る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
更
に
こ
の
研

修
会
で
現
在
も
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ 

Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
の
ス
タ
ッ
フ
を
し
て
い
る

メ
ン
バ
ー
と
知
り
合
う
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
Ｌ
Ａ
Ｐ
さ
ん
に
は
こ
の
頃
か
ら

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

交
流
会（
懇
親
会
）

　
交
流
会
に
参
加
す
る
に
は
多
少
の
段

取
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
参
加
希
望

の
あ
っ
た
人
に
参
加
条
件
を
明
記
し
た

メ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
の
交
流
会
は
ゲ
イ
ま

た
は
バ
イ
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
の
陽
性
者

の
集
ま
り
で
あ
る
た
め
、
以
上
の
二
点

を
確
認
し
て
い
ま
す
。
ゲ
イ
で
あ
る
こ

と
も
、
陽
性
者
で
あ
る
こ
と
も
と
か
く

差
別
を
招
き
や
す
い
こ
と
で
あ
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
段
取
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。
中
に
は
陽
性
者
で
は
な
い
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
参
加
希
望
や
女
性
や
ヘ

テ
ロ
の
男
性
か
ら
の
参
加
希
望
や
要
望

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
陽
性
者
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
参
加
し
て
も
ら
い
た
い

気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ

の
で
き
る
範
囲
の
こ
と
と
い
う
こ
と
で

ゲ
イ
ま
た
は
バ
イ
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
の

陽
性
者
だ
け
に
限
定
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
交
流
会
は
い
た
っ
て
気
楽
な
集
ま
り

○HEARTY NETWORKは参加者一人ひとりが
自ら運営していく団体です。このことから、運営に関
する提案や要望、批判は積極的に提示してください。
また、会への参加は自分の意志で決定してください。

○HEARTY NETWORKの参加者個人を特定で
きる情報は決して他言しないでください。ここでいう
個人的な情報とは、氏名やニックネーム、身体的特徴、
職業などの社会的情報、病状などをさします。そこで
HEARTY NETWORK内におきましては、参加者
同士は通称で呼び合う事としてますが、HEARTY 
NETWORK内以外でその通称を呼ばれる事を嫌
がる人もいることを承知しておいて下さい。

○同じHIVポジティブではあっても、病状をはじめ、
健康状態や社会的環境、思想・信条、精神状態は
さまざまです。お互いの立場を尊重した上で、言動し
てください。また、宗教や政治団体への勧誘などを
決して行わないで下さい。

○HEARTY NETWORKでは、個人に関する情
報を会内部の特定者が責任を持って管理しますが、
個人間で行われる情報交換は自己責任のもとで
行って下さい。

○懇親会のご案内を送付するに当たっては、懇親会
参加者（スタッフも含む）のプライバシーを最大限尊重
するため、参加決定者だけに会場や開催時間をお知
らせしています。会場名・会場住所・集合場所・時
間等の情報、更に懇親会に参加するメンバーの個人
的情報については、伝える相手がポジティブ、ネガティ
ブの区別なく、第三者（友人、家族、パートナー等も
含む）に口外しないでください。たとえ、本人と第三
者が親しい間柄にある場合も例外ではありません。

グランドルール（参加規約）
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で
、
飲
食
を
し
な
が
ら
思
い
思
い
、
好

き
な
話
題
を
話
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
午
後
３
時
に
始
ま
り
、
６

時
に
は
集
ま
り
は
終
わ
り
ま
す
が
、
か

つ
て
は
午
後
１
時
に
集
ま
り
、
９
時
に

終
了
、
そ
の
ま
た
あ
と
に
二
丁
目
で
朝

ま
で
と
い
う
無
茶
を
し
て
い
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。
８
年
の
月
日
が
過
ぎ
、

ス
タ
ッ
フ
も
同
様
に
年
を
重
ね
て
き
ま

し
た
の
で
、
現
在
は
そ
ん
な
無
茶
は
し

ま
せ
ん
が
、
当
時
を
振
り
返
る
と
、
話

し
て
も
話
し
て
も
足
り
な
い
く
ら
い
話

す
こ
と
が
あ
り
、
不
安
も
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
薬
の

選
択
肢
も
少
な
く
、
現
在
の
よ
う
に
副

作
用
の
少
な
い
、
服
薬
回
数
の
少
な
い

薬
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際
交
流

会
の
最
中
に
副
作
用
で
吐
い
て
し
ま
っ

た
り
、
お
な
か
を
く
だ
し
て
し
ま
っ
た

り
、
熱
を
出
し
て
病
院
に
運
び
込
ま
れ

た
り
す
る
人
も
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

基
本
的
に
病
人
の
集
ま
り
な
の
で
、
メ

HEARTY NETWORK

ン
バ
ー
の
免
疫
の
状
態
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
元
気
な
人
も
い
れ
ば
調
子
の
悪

い
人
も
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
に
は
無
理

を
し
な
い
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
も
メ

ン
バ
ー
も
お
互
い
気
遣
っ
て
い
ま
し
た

が
、
集
ま
り
で
調
子
が
悪
く
な
っ
た
人

が
ま
た
次
の
集
ま
り
に
に
こ
に
こ
出
て

く
る
の
を
見
る
と
、
体
調
を
気
遣
っ
て

早
く
家
に
帰
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
は
な

か
な
か
言
い
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
せ
っ
ぱ
詰
ま
っ
た
少
々
破
天
荒
な
情

熱
が
現
在
も
変
わ
ら
ず
交
流
会
を
支
え

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

発
症
と
い
う
経
験

　

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

で
は
交
流
会
を
始
め
る
前
に
、
毎
回
必

ず
自
己
紹
介
を
し
ま
す
。
た
と
え
ば
わ

た
し
の
場
合
、
こ
ん
な
感
じ
に
な
り
ま

す
。

　
「
は
じ
め
ま
し
て
、
稔
と
い
い
ま
す
。

感
染
告
知
は
○
○
○
○
年
で
、
同
じ
年

に
服
薬
を
始
め
現
在
ま
で
同
じ
薬
を
服

薬
し
て
い
ま
す
。
通
っ
て
い
る
病
院
は

○
○
病
院
、担
当
医
は
○
○
先
生
で
す
。

健
康
状
態
は
ま
ぁ
ま
ぁ
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
可
も
な
く
不
可
も
な
く
生
活
し
て

い
ま
す
。」

　
自
己
紹
介
に
は
決
ま
っ
た
フ
ォ
ー
ム

が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
内
容
も
各
自

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
応
じ
て
話
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
己
紹
介
を
見

て
も
ら
う
と
わ
か
る
と
思
う
の
で
す

が
、
わ
た
し
は
自
己
紹
介
の
際
に
Ｃ
Ｄ

４
と
ウ
ィ
ル
ス
量
は
言
わ
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
言
わ
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
を
今
か
ら
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
く
あ
る
自
己
紹
介
に

こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
自

分
は
Ｃ
Ｄ
４
は
８
０
０
で
、
ウ
ィ
ル
ス

量
は
１
万
。
現
在
数
値
が
高
い
の
で

健
康
で
す
」。「
自
分
は
ま
だ
服
薬
を
し

て
い
な
い
の
で
元
気
で
す
」。
初
め
て

の
参
加
の
方
に
特
に
多
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
こ
の
自
己
紹
介
自
体
わ
た
し
は

ま
っ
た
く
問
題
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
し
、
率
直
に
自
分
の
病
気
の
こ
と
を

話
せ
る
の
が
交
流
会
の
良
い
と
こ
ろ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
問
題
は
こ
の

元
気
な
人
た
ち
の
隣
に
日
和
見
感
染
症

ゲイ・HIVポジティブ相互サポートを目的とするNGO「HEARTY 
NETWORK」は、メインの活動として月1回のペースでゲイまた
はバイセクシュアルを自認するHIVポジティブの方を対象とする
交流会（懇親会）を1998年から開催。2006年5月までに77回開
催され、参加者総数は221人（延べ1,354人）にのぼる。
http://www.netlaputa.ne.jp/~hearty/index.html
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で
入
院
し
て
い
た
人
、
退
院
し
て
間
も

な
い
人
、
服
薬
し
て
い
る
人
が
い
る
こ

と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ベ
テ
ラ
ン
の
人
は

慣
れ
て
い
る
の
で
い
い
の
で
す
が
、
初

め
て
参
加
し
た
と
き
に
体
調
や
数
値
の

悪
い
人
は
「
元
気
で
す
」
と
言
わ
れ
て

落
ち
込
ん
で
し
ま
う
人
も
中
に
は
い
ま

す
。
恐
ら
く
自
己
紹
介
の
中
で
元
気
で

あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
の
は
、
病
気
が

進
行
し
て
発
症
す
る
こ
と
に
対
す
る
不

安
の
裏
返
し
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
服

薬
し
て
も
元
気
な
人
が
い
た
り
、
発
症

後
順
調
に
回
復
し
て
い
る
人
が
い
る
こ

と
を
知
ら
な
い
と
い
う
、
単
な
る
知
識

や
経
験
の
不
足
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
た

だ
た
ん
に
率
直
に
自
分
の
現
状
を
述
べ

て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

自
体
は
全
く
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
わ
た
し
が
気
に
か
か
る
の
は
、
予
防

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
す
る
エ
イ
ズ
と
Ｈ
Ｉ

Ｖ
は
違
う
、
と
い
う
情
報
の
交
流
会
で

の
取
り
扱
い
で
す
。

　
確
か
に
予
防
や
治
療
の
観
点
か
ら
す

れ
ば
、
少
し
で
も
早
く
感
染
が
わ
か
り

対
処
を
す
る
こ
と
で
最
適
化
さ
れ
た
治

療
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
集
ま
り
に
は
元
気
な
人
も
、
具
合
の

悪
い
人
も
お
り
、
健
康
状
態
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
実
際
集
ま
り
に
来
て
間
も
な

い
発
症
経
験
者
の
話
で
は
、
発
症
し
た

ら
終
わ
り
だ
と
思
っ
て
い
た
、
発
症
前

の
人
と
自
分
は
違
う
の
だ
と
思
っ
て
い

た
、と
い
う
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
以
前
に
陽
性
告
知
の
際
に
も
同
じ

よ
う
な
経
験
を
し
、
陽
性
に
な
っ
た
ら

終
わ
り
だ
と
考
え
た
経
験
の
あ
る
人
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
更
に
問
題
な
の

は
陽
性
で
あ
る
こ
と
の
絶
望
に
加
え
、

発
症
経
験
の
絶
望
を
交
流
会
の
席
で
ま

た
誰
か
が
感
じ
る
こ
と
で
す
。
陽
性
の

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
に
発
症
の
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
加
わ
る
こ
と

で
、
そ
の
つ
ら
さ
は
実
際
に
発
症
を
経

験
し
た
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
交
流
会
に
参
加
す
る
人
の
中
で
発
症

前
／
発
症
後
、
服
薬
前
／
服
薬
後
で
こ

の
よ
う
な
生
と
死
の
ど
ち
ら
か
に
自
分

が
い
る
と
い
う
感
覚
を
持
つ
人
が
い
ま

す
。
感
染
か
ら
ま
だ
間
も
な
い
人
に
よ

く
あ
る
こ
と
で
す
が
、
検
査
数
値
の
変

動
に
一
喜
一
憂
す
る
人
が
い
ま
す
。
無

理
も
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
治
療
生
活
へ
の
慣
れ
の
問
題
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
以
上
に
検
査
数
値

の
ど
こ
に
自
分
が
位
置
し
て
い
る
か
が

自
分
の
生
死
を
決
定
し
て
し
ま
う
と
い

う
思
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
陽
性
者

で
あ
れ
ば
誰
し
も
そ
の
思
い
か
ら
自
由

に
な
る
の
は
難
し
い
こ
と
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
集
ま
り
を
続
け
る
中

で
わ
た
し
た
ち
が
よ
く
話
す
の
は
、
自

分
の
数
値
は
自
分
の
数
値
、
高
い
数
値

で
生
活
す
る
人
も
低
い
数
値
で
生
活
す
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る
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
に
と
っ
て

一
番
快
適
な
生
活
を
す
れ
ば
い
い
と
い

う
こ
と
で
す
。ス
タ
ッ
フ
の
一
人
が「
低

空
飛
行
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
飛
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は

低
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
で
も
そ
れ

で
も
元
気
に
暮
ら
し
て
い
る
。
味
わ
い

深
い
言
葉
だ
と
感
心
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

疾
病
と
病
い

　
確
か
に
支
援
団
体
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

な
く
、
医
療
機
関
と
家
と
の
往
復
を

し
て
い
る
陽
性
者
が
医
療
の
メ
ジ
ャ
ー

で
自
分
の
人
生
を
と
ら
え
て
し
ま
う
の

は
無
理
も
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
実
際
に
自
分
が
生
き
て
い
く

と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
数
値
が
低
く
て
も

そ
の
数
値
に
合
わ
せ
て
だ
ま
し
だ
ま
し

生
き
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
集
ま

り
で
よ
く
「
自
分
の
数
値
」
と
い
う
言

い
方
を
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
医
療
の
メ

ジ
ャ
ー
に
振
り
回
さ
れ
ず
、
自
分
の
数

値
で
マ
イ
ペ
ー
ス
で
生
き
て
い
く
、
そ

ん
な
思
い
を
込
め
て
こ
の
言
葉
を
使
っ

て
い
ま
す
。
告
知
か
ら
間
も
な
い
頃
は

自
分
の
数
値
と
自
分
の
人
生
を
な
ぞ

ら
え
て
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
た

だ
病
気
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
た
め
に

は
、
自
分
の
数
値
を
も
っ
と
大
切
に
生

き
て
も
ら
い
た
い
な
ぁ
と
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

数
値
に
振
り
回
さ
れ
ず
、
病
気
を

持
っ
て
生
き
る
と
い
う
部
分
で
共
感
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
│
│
活
動
を
続
け

る
中
で
そ
う
思
う
こ
と
が
す
く
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
は
次
か
ら
次
か

ら
日
和
見
感
染
症
を
発
症
し
、
長
期
の

入
院
を
強
い
ら
れ
る
人
を
よ
く
見
ま
し

た
。
幸
い
現
在
は
治
療
も
進
み
、
薬
も

改
善
さ
れ
、
発
症
後
も
時
間
は
か
か
る

け
れ
ど
も
じ
わ
じ
わ
と
数
値
を
上
げ
て

く
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
服
薬
を
始

め
る
こ
と
も
か
つ
て
は
少
な
い
選
択
肢

と
副
作
用
と
の
戦
い
と
い
う
面
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
選
択
肢
も
増
え
、
副

作
用
も
軽
く
、
服
用
回
数
も
少
な
く
、

万
が
一
副
作
用
が
出
た
場
合
の
オ
プ

シ
ョ
ン
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
活
動
を
始
め
た
頃
は
、
発
症
し
た
人

や
服
薬
を
開
始
し
た
人
、
治
療
を
変
更

せ
ざ
る
を
得
な
い
人
に
対
し
て
何
を
言

え
ば
よ
い
か
悩
ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
今
は
、「
発
症
し
て
も
大

丈
夫
」、「
服
薬
は
怖
く
な
い
」、「
他
に

も
ま
だ
薬
は
あ
る
」、
や
っ
と
そ
う
言

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

現
在
で
も
発
症
が
原
因
で
亡
く
な
る
方

も
い
ま
す
し
、
副
作
用
に
悩
ま
さ
れ
る

方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
の
選
択

肢
に
恵
ま
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。
た
だ

一
生
病
気
を
持
っ
て
生
き
る
人
間
と
し

て
、
わ
た
し
た
ち
陽
性
者
は
医
療
と
は

違
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
病
気
を
眺
め
、
病

気
を
憎
ん
だ
り
遠
ざ
け
る
だ
け
で
は
な

く
、
病
気
と
共
に
う
ま
く
生
き
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
確
か
に
ベ
テ
ラ
ン
の
メ
ン
バ
ー
さ

ん
に
は
治
療
に
つ
い
て
よ
く
勉
強
を

し
、
自
分
の
病
気
の
進
行
状
態
を
把
握

し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
で
も
そ
の
人

で
す
ら
が
、
な
ん
と
か
生
き
て
い
け
る

と
思
う
ま
で
さ
ん
ざ
ん
時
間
を
か
け
て

悩
み
、
落
と
し
ど
こ
ろ
を
見
つ
け
、
自

分
の
病
状
を
冷
静
に
受
け
止
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　
告
知
直
後
の
陽
性
者
に
と
っ
て
、
一

番
の
関
心
事
は
「
生
き
ら
れ
る
か
ど
う

か
」「
も
し
生
き
ら
れ
る
な
ら
ど
う
や
っ

て
生
き
て
い
く
か
」
で
す
。
そ
の
と
き

誰
か
が「
大
丈
夫
生
き
ら
れ
る
」と
言
っ

て
く
れ
れ
ば
、
い
つ
か
は
「
何
が
あ
っ

て
も
自
分
は
生
き
る
」
と
思
え
る
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
生
き
る
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
と

思
っ
た
と
き
、
感
染
に
よ
っ
て
失
わ
れ

た
時
間
を
そ
の
量
で
は
な
く
質
で
取
り

返
そ
う
と
す
る
人
が
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
失
わ
れ
た
時
間
を
取
り
戻
せ
な
い

こ
と
に
絶
望
し
て
し
ま
う
人
が
い
ま

す
。
そ
の
ど
ち
ら
も
Ｃ
Ｄ
４
と
ウ
ィ
ル

ス
量
が
は
じ
き
だ
す
医
学
的
な
時
間
や

疾
病
観
に
過
剰
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
実
際
は
感
染
を
知
る
前

ま
で
と
同
じ
時
間
を
生
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
い
つ
も
考

え
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
め
ぐ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
中
に
医
学
の
つ
き
つ
け
る
厳
し
い

現
実
に
、
も
う
一
つ
陽
性
者
自
身
が
感

HEARTY NETWORK
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じ
る
も
う
一
つ
の
病
い
の
体
験
が
加
わ

る
こ
と
で
何
か
変
わ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
告
知
を
境
に
人
生
が
全
く
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
陽
性
者
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
陽
性
告
知
は
確
か
に
大

き
な
人
生
の
岐
路
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
こ
の
活
動
を
続
け
る
中
で
、

わ
た
し
は
交
流
会
に
参
加
す
る
す
べ
て

の
人
に
、
多
少
の
制
限
は
あ
る
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど
、
告
知
前
と
変
わ
ら
な

い
人
生
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

治
療
を
続
け
る
難
し
さ

　
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
告
知
後
病
院

に
通
院
し
て
い
な
い
人
、
一
度
通
院
し

た
も
の
の
通
院
を
や
め
て
し
ま
っ
た
人

か
ら
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。通
院
中
断
の
理
由
も
さ
ま
ざ
ま
で
、

そ
も
そ
も
病
気
の
こ
と
を
考
え
た
く
な

い
と
い
う
も
の
か
ら
、
病
院
で
の
対
応

に
問
題
が
あ
り
、
通
院
を
中
断
し
た
と

い
う
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
相
談
を
受
け
た
人
で
幸
い
に
集
ま
り

に
参
加
し
た
人
か
ら
よ
く
聞
く
の
は
、

病
院
に
行
く
と
自
分
が
健
康
で
は
な
い

よ
う
な
気
が
す
る
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
病
気
は
確
か
に
数
値
に
は
っ

き
り
免
疫
の
状
態
が
出
ま
す
。
し
か
し

数
値
が
下
が
ら
な
い
か
ぎ
り
は
さ
ほ
ど

日
常
生
活
に
支
障
を
来
す
こ
と
も
な

く
、
病
気
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と

は
多
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
日

常
的
な
感
覚
で
は
健
康
な
の
に
、
病
名

を
告
知
さ
れ
、
一
生
病
院
に
通
い
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と

に
抵
抗
を
感
じ
る
人
が
い
て
も
無
理
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
問
題
は
病
気
の
意

識
の
問
題
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

　
通
院
し
て
い
な
い
人
や
通
院
を
中
断

し
た
人
の
話
を
よ
く
聞
い
て
み
る
と
、

告
知
前
と
告
知
後
の
病
気
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。
前
に
も
述
べ
た
、
死
に

至
る
病
気
、
治
ら
な
い
病
気
な
ど
、
病

気
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
に
悩
ま

さ
れ
て
、
自
分
が
病
気
を
持
っ
て
普
通

に
生
き
て
い
く
こ
と
を
う
ま
く
イ
メ
ー

ジ
で
き
な
い
人
が
い
ま
す
。
自
分
は
健

康
だ
、
元
気
だ
と
い
う
こ
と
を
言
い
続

け
る
人
と
話
し
て
い
る
と
、
実
は
病
気

が
進
行
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
不
安
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
通
院
の
躊
躇
に
は
発
症
者
に

対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
反
応
や
服
薬
に

対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
と
同

じ
問
題
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　
一
般
に
陽
性
告
知
の
問
題
は
疾
病
の

告
知
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
こ
の
場
合
も
病
気
の
問

題
を
超
え
て
人
生
の
問
題
に
多
く
の
人

は
突
き
当
た
っ
て
い
ま
す
。
告
知
は
そ

の
あ
り
よ
う
に
よ
っ
て
、
死
刑
宣
告
に

も
な
り
、
長
い
治
療
生
活
へ
の
支
援
に

も
な
り
ま
す
。

　

陽
性
者
の
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
な
ピ

ア
・
グ
ル
ー
プ
活
動
の
中
で
、
よ
く

ロ
ー
ル
・
モ
デ
ル
と
い
う
こ
と
が
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
症
の
よ
う
に
定
期
的
で
長
期
に
わ

た
る
通
院
や
服
薬
が
必
要
な
病
気
の
場

合
に
は
、グ
ル
ー
プ
の
中
で
の
ロ
ー
ル・

モ
デ
ル
が
大
切
だ
と
い
う
話
を
聞
き
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
の
中
で
模
範
的
な
治
療

姿
勢
を
提
示
す
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
大

切
で
す
し
、
自
分
の
病
気
の
フ
ェ
ー
ズ

を
知
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
そ
れ
よ
り
も
大
切
な
の
は
医
療
の

メ
ジ
ャ
ー
と
は
違
う
メ
ジ
ャ
ー
を
提
示

す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
病
状
の
如

何
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
陽
性

者
が
自
分
の
数
値
、
自
分
の
リ
ズ
ム
で

納
得
し
て
生
活
し
、
病
気
を
持
っ
て
い

て
も
そ
れ
な
り
に
や
っ
て
い
け
る
と
実

感
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
５
年
後
に
自
分
が
生
き
て

い
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
生
き
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
治
療
の
進
歩
に
よ
り
10

年
、
20
年
生
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
生
き
る
期
間

の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
わ
た
し
た
ち
陽

性
者
が
今
生
き
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
肯
定
し
、快
適
に
生
き
て
い
く
か
、

サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
問
い
を
問

い
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

﹇
館
林
稔
﹈

HEARTY NETWORK
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Thecher

「『
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
』
っ
て

い
う
と
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
？
」

Student

「
…
…
」

Thecher

「
…
…
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
っ

て
い
う
言
葉
知
っ
て
る
？
」

Student

「
…
…
」

Student

「
…
…
な
ん
か
ね
、
な
ん
か

に
優
し
い
の
。
な
ん
に
や
さ
し
い
ん
だ

か
わ
か
ん
な
い
け
ど
…
…
」

　

ウ
チ
の
連
中
が
の
ん
び
り
し
す
ぎ
て

い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
今
時
の
10
代

は
」
な
の
か
。

木
谷
さ
ん
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　

ど
う
し
て
私
が
こ
ん
な
こ
と
を
生
徒

に
聞
い
た
か
と
い
う
と
、
29
歳
の
友
人

Ａ
さ
ん
（
♂
）
と
の
メ
ー
ル
が
き
っ
か

け
だ
。

　

彼
が
、
こ
の
連
載
の
前
回
の
分
を
読

ん
で
、
メ
ー
ル
を
く
れ
た
。
読
み
や
す

か
っ
た
と
言
っ
た
後
、こ
ん
な
記
述
が
。

（
※
こ
れ
以
降
私
信
か
ら
勝
手
に
抜
き

出
し
て
引
用
し
ま
す
が
、
Ａ
さ
ん
に
は

快
諾
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

彼
の
文
面
も
私
の
文
面
も
、
い
ち
い
ち

提
示
し
な
い
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
削
除
し

て
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
章
の
流
れ
を
簡

潔
に
す
る
た
め
で
す
）。

ち
ょ
っ
と
疑
問
に
思
っ
た
の
で
す

が
、
木
谷
さ
ん
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
な

ん
で
し
ょ
う
か
？　

そ
ん
な
風
に
カ

テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
こ
と
は
僕
嫌
い

だ
し
、
木
谷
さ
ん
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

じ
ゃ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す

が
。

僕
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
か
振
り
回
す
意

見
っ
て
大
嫌
い
で
、
そ
ん
な
人
も
嫌

い
だ
っ
た
の
で
す
が
、
木
谷
さ
ん
と

出
会
っ
て
考
え
方
が
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
木
谷
さ
ん
が
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
な
ら
、
良
い
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
だ
と

思
い
ま
す
。
ガ
ン
ダ
ム
風
に
言
う
と

良
い
ジ
オ
ン
で
す
。

　

ん
ー
、
あ
た
し
ゃ
世
代
的
に
ガ
ン
ダ

ム
の
直
前
な
ん
だ
よ
な
、
ま
あ
同
世
代

で
ガ
ン
ダ
ム
好
き
は
い
く
ら
で
も
い
る

け
ど
、
そ
も
そ
も
ア
ニ
メ
は
興
味
な
い

し
、
た
と
え
が
よ
く
わ
か
ん
な
い
け
ど

…
…
て
な
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
く
、
こ

の
部
分
に
関
し
て
は
こ
ん
な
返
事
を
書

い
た
。

「
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
こ
と
が
嫌
い
」

な
の
は
私
こ
そ
な
の
で
、「
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
」
と
名
乗
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

で
も
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
周
辺
の
本
は

い
く
つ
か
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

知
っ
た
気
で
い
る
あ
な
た
の
た
め
の

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
入
門
⑨

　

〜
な
ん
か
に
や
さ
し
い
の
〜

木
谷
麦
子

セクシュアリティ入門⑨

ゴシック体はAさんの文章
明朝体は木谷さんの文章
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（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
と
な
の
ら
な
い
の

は
、
自
分
が
ソ
レ
じ
ゃ
な
い
と
思
っ

て
い
る
以
外
に
、
十
分
に
勉
強
し
て

い
な
い
か
ら
、
と
い
う
の
も
あ
り
ま

す
）。

あ
、も
ち
ろ
ん
、「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
」っ

て
な
の
ら
な
く
て
も
「
分
類
」
さ
れ

る
こ
と
は
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う

い
う
と
き
は
、「
私
は
ナ
ル
シ
ス
ト

で
エ
ゴ
イ
ス
ト
で
す
」
っ
て
名
乗
っ

て
ま
す( ̂

 ̂

質
問
。

（
１
）「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
か
振
り
回

す
意
見
」
っ
て
具
体
的
に
ど
ん
な
も

の
？

（
２
）「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
、

本
を
読
ん
だ
り
講
義
を
受
け
た
り
、

基
礎
的
な
情
報
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

　

２
番
目
の
質
問
を
し
た
の
は
、
こ
れ

よ
り
少
し
前
に
、
30
す
ぎ
の
友
人
Ｂ
さ

ん
（
♂
）
か
ら
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
っ

て
知
っ
て
ま
す
か
？　

お
も
し
ろ
い
で

す
よ
！
」
と
言
わ
れ
た
か
ら
だ
。
彼
は

そ
の
こ
ろ
大
学
で
江
原
由
美
子
氏
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
の
授
業
を
受
け
た
。
彼

に
と
っ
て
は
と
て
も
新
鮮
で
、
い
ろ
い

ろ
話
し
て
く
れ
る
の
だ
が
、
内
容
は

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
系
の
き
ち
ん
と
し
た
視

点
で
、
ま
あ
私
に
と
っ
て
は
70
年
代
か

ら
親
し
ん
だ
種
類
の
お
話
で
あ
る
（
江

原
氏
の
著
作
も
ち
ょ
っ
と
は
読
ん
だ

し
）。
用
語
が
「
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
」
⇩

「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
⇩
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

論
」
と
変
わ
っ
て
き
た
け
ど
、
根
ざ
す

と
こ
ろ
は
お
な
じ
も
の
で
し
ょ
？　

だ

か
ら
彼
が
る
ん
る
ん
と
教
え
て
く
れ
る

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
も
い
う
べ
き

も
の
は
、
高
校
生
の
と
き
か
ら
通
過
し

て
き
た
。
が
、
彼
が
う
れ
し
そ
う
な
の

で
、
う
ん
う
ん
と
聞
い
て
い
た
。

　

私
に
ち
ょ
っ
と
お
も
し
ろ
か
っ
た
の

は
、
彼
は
私
が
「
同
性
愛
や
性
同
一
性

障
害
」
の
こ
と
を
多
少
は
知
っ
て
る
人

間
だ
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
そ

う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
て
き
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
、「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
論
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？
」
に

な
る
わ
け
だ
し
、
私
が
女
性
論
視
点
を

通
過
し
た
う
え
で
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
に
至
っ
た
、
と
い

う
ふ
う
に
も
想
像
し
な
い
わ
け
だ
。
ほ

ん
っ
と
に
、
初
体
験
な
ん
だ
ね
。

　

私
と
し
て
は
男
性
が
こ
う
し
た
こ
と

を
こ
ん
な
に
素
直
に
お
も
し
ろ
が
っ
て

い
る
の
を
初
め
て
見
た
の
で
、
あ
る
意

味
で
の
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
は
終
わ
っ

た
の
か
な
あ
と
漠
然
と
思
っ
た
も
の

だ
。

　

こ
の
体
験
に
照
ら
し
て
、
Ａ
さ
ん
に

も
聞
い
て
み
た
わ
け
だ
。
同
じ
よ
う
な

情
報
を
得
て
い
な
が
ら
、
感
じ
方
が
違

う
の
か
も
し
れ
な
い
か
ら
ね
。

　

さ
て
、
Ａ
さ
ん
の
答
え
。

「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
＝
田
嶋

陽
子
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

な
る
ほ
ど
ー
。
恐
れ
多
い
こ
と
書
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。

僕
こ
そ
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
つ
い
て
全

く
勉
強
不
足
な
ん
で
す
が
、
ま
ず
は

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
っ
て
聞
く
と
、
田
嶋

陽
子
さ
ん
し
か
想
像
で
き
な
い
の
で

す
が
、
あ
の
人
大
嫌
い
な
ん
で
す
。

NL32号 ① 2001 AIDS文化フォーラム講座より
 　～「次」の見方をめざしましょう～
NL33号 ② セクシュアル・オリエンテーション（性的

指向）はどこへ向かうのか
NL34号 ③ セクシュアリティについてよく知らない人

に話すときのココロエ
NL35号 ④ ヘテロ（異性愛者）がどうしてセクシュア

リティのことをやるのか
NL36号 ⑤ 「宇田川フリーコースターズ」のコント・

ライブからみるセクシュアリティ
NL37号 ⑥ セックスレスから考えるセクシュアリティ
 　～もう１年以上、懸案のテーマ～
NL38号 ⑦ 初心に返って、性教育の基本などを
 　～隠居できない理由
NL40号 ⑧ YESと言える女～10代の性について

10代に聞いてみた～
※ LAPニュースレターのバックナンバーをご希望の方は巻末の
お知らせをご覧の上、郵便振替または切手にてお申し込みく
ださい。

セクシュアリティ入門バックナンバー



21　LAP NEWSLETTER Vol.41 2006

>

質
問
。

> 

（
１
）「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
か
振
り

回
す
意
見
」
っ
て
具
体
的
に
ど
ん

な
も
の
？

ち
ょ
っ
と
調
べ
て
み
た
の
で
す
が
、

ま
だ
、
日
本
国
内
じ
ゃ
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
の
定
義
は
ま
だ
ち
ゃ
ん
と
さ
れ
て

な
い
よ
う
で
す
ね
。

「
男
女
同
権
」
だ
っ
た
ら
ま
だ
い
い

の
で
す
が
、「
女
性
地
位
向
上
」
と

な
る
と
す
ぐ
男
が
槍
玉
に
な
る
こ
と

が
多
い
気
が
し
ま
す
。

そ
れ
に
「
こ
の
問
題
は
男
が
悪
い
」

「
あ
の
問
題
は
女
が
悪
い
」
っ
て
話

あ
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。

血
液
型
占
い
み
た
い
で
。
そ
う
い
う

悪
い
事
例
を
生
み
出
し
て
い
る
人
間

も
い
る
け
ど
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
人
も

い
る
で
し
ょ
う
？　

っ
て
考
え
て
い

る
た
め
な
ん
で
す
が
。

何
と
な
く
「
日
本
人
は
悪
」
で
あ
る

と
い
っ
て
い
る
中
国
人
の
よ
う
で
。

ま
た
「
中
国
人
は
み
ん
な
敵
対
意
識

を
持
っ
て
い
る
」
と
決
め
付
け
て
い

る
日
本
人
の
よ
う
で
。

> 

（
２
）「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」に
つ
い
て
、

本
を
読
ん
だ
り
講
義
を
受
け
た
り
、

基
礎
的
な
情
報
を
学
ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？

何
が
き
っ
か
け
な
ん
だ
ろ
う
。
あ
る

時
期
か
ら
あ
え
て
そ
の
道
は
避
け
て

通
っ
て
お
り
ま
す
。
き
っ
と
田
嶋
陽

子
さ
ん
の
せ
い
で
す
。

で
も
今
か
ら
勉
強
す
る
な
ら
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

昨
日
違
う
角
度
か
ら
も
見
て
み
よ
う

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
や
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
対
義
語
っ
て

何
で
し
ょ
う
？　

フ
ァ
シ
ス
ト
や

フ
ァ
シ
ズ
ム
だ
と
ち
ょ
っ
と
違
う
気

が
…
。

　

か
わ
ゆ
い
の
う
。
い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
応
え
て
く
れ
て
お
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、キ
ー
ワ
ー
ド
は「
田

嶋
陽
子
」
だ
な
。

　
「
ち
ょ
っ
と
調
べ
た
」
と
い
う
こ
と

は
、
ネ
ッ
ト
で
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
で

検
索
し
て
み
た
ん
だ
ろ
う
な
。
や
っ
て

み
る
と
…
…
な
る
ほ
ど
、
出
て
く
る
。

例
の
有
名
ネ
ッ
ト
百
科
事
典
に
「
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
を
主
張
す
る
人
が
『
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
』
で
あ
る
。
女
性
解
放
論
者
、

女
権
拡
張
論
者
、
女
権
論
者
。」
っ
て
。

　

ま
あ
、
そ
う
な
ん
だ
け
ど
、
こ
う
い

う
訳
語
っ
て
、
私
は
な
ん
だ
か
サ
キ
の

短
編
集
思
い
出
し
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
ね
。

百
年
前
の
イ
ギ
リ
ス
だ
よ
？　

ま
あ
、

そ
こ
ま
で
い
か
な
く
て
も
、
現
代
的
に

ピ
ン
と
く
る
訳
語
で
は
な
い
よ
ね
、
も

は
や
。
歴
史
的
理
解
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
う
。
そ
の
う
え
で
「
現
代
で

も
同
様
の
問
題
は
残
っ
て
い
る
」
と
い

う
認
識
に
い
た
る
、
と
い
う
道
筋
が
必

要
な
の
で
は
？

　

質
問
（
１
）
の
と
こ
ろ
で
彼
が
言
っ

て
い
る
こ
と
は
、
ず
っ
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
の
ネ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
だ
。
ゲ
イ
リ

ブ
の
ネ
ッ
ク
で
も
あ
る
。
彼
が
上
げ
て

い
る
民
族
間
で
も
。
ず
れ
て
る
ん
だ
け

ど
ね
、
彼
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
。
こ

の
ず
れ
を
、
拒
否
感
を
感
じ
さ
せ
ず
に

上
手
に
理
解
さ
せ
て
あ
げ
た
い
な
あ
。

え
？　

ど
う
し
て
「
拒
否
感
を
感
じ
さ

せ
ず
に
」
か
っ
て
？　

私
は
彼
を
好
き

な
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
理
解
さ
せ
て
あ
げ

た
い
か
ら
だ
。
ん
ー
こ
れ
が
、「
理
解

し
て
ほ
し
い
」
じ
ゃ
な
く
て
「
理
解
さ

せ
て
あ
げ
た
い
」な
の
は
、ミ
ソ
、か
も
。

　

そ
し
て
返
事
。

せ
め
て
上
野
千
鶴
子
を

「
嫌
い
」と
言
っ
て( ̂ ̂ ;

> 

僕
こ
そ
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
つ
い
て

全
く
勉
強
不
足
な
ん
で
す
が
、

セクシュアリティ入門⑨



LAP NEWSLETTER Vol.41 2006　22

だ
ろ
〜( ̂

 ̂

> 
ま
ず
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
っ
て
聞
く

と
、
田
嶋
陽
子
さ
ん
し
か
想
像
で

き
な
い
の
で
す
が
、
あ
の
人
大
嫌

い
な
ん
で
す
。

で
た
！

田
嶋
さ
ん
の
ど
こ
が
嫌
い
で
す
か
？

私
は
田
嶋
関
係
で
嫌
な
思
い
出
が
あ

る
。

あ
る
大
学
教
授
と
仕
事
し
た
こ
と
が

あ
る
の
だ
が
、
彼
は
私
に
「
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
り
、
田

嶋
さ
ん
と
同
じ
と
こ
ろ
に
分
類
し
、

私
の
顔
を
見
る
や
田
嶋
さ
ん
へ
の
苦

情
を
言
っ
て
く
る
の
だ
（
彼
は
田
嶋

氏
と
面
識
が
あ
る
）。「
私
は
田
嶋
さ

ん
を
存
じ
上
げ
ま
せ
ん
し
、
考
え
方

も
違
う
と
思
い
ま
す
」
と
言
っ
て
も

聞
く
耳
持
た
な
か
っ
た
。

田
嶋
陽
子
は
、私
的
に
言
う
と「
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
に
偏
見
を
持
っ
た
連
中

が
、
偏
見
を
助
長
す
る
宣
伝
材
料
に

使
っ
て
い
る
ピ
エ
ロ
」
で
す
ね
。

愛
す
べ
き
Ａ
さ
ん
が
、
ち
ゃ
ん
と
そ

の
宣
伝
効
果
を
証
明
し
て
い
る
わ
け

で
す( ̂

 ̂

せ
め
て
上
野
千
鶴
子
を
「
嫌
い
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
い( ̂

 ̂
 ;

　

い
や
あ( 

 ̂
 ̂;　

私
信
だ
も
の
で
好

き
勝
手
な
こ
と
書
い
て
ま
す
。
田
嶋
さ

ん
、
ご
め
ん
な
さ
い
。

　

で
も
、
二
つ
は
事
実
。

　

一
つ
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
嫌
い
と

い
う
な
ら
、
日
本
で
生
き
て
い
る
な
ら

せ
め
て
上
野
千
鶴
子
に
し
ろ
、と
思
う
。

彼
女
が
日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
「
第

一
人
者
」
と
か
は
思
わ
な
い
（
そ
も
そ

も
そ
う
い
う
設
定
が
無
意
味
だ
）
し
、

ほ
か
に
も
上
記
の
江
原
氏
は
じ
め
き
ち

ん
と
し
た
研
究
者
・
し
っ
か
り
し
た
運

動
家
は
多
々
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、

と
く
に
そ
の
テ
ー
マ
に
打
ち
込
ん
だ
こ

と
が
な
い
人
で
も
「
触
れ
る
」
こ
と
の

で
き
る
一
般
性
を
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
持

た
せ
た
と
い
う
功
績
（
功
罪
と
い
う
人

も
い
る
だ
ろ
う
け
ど
）
は
上
野
氏
が
随

一
だ
と
思
う
。
そ
れ
だ
け
の
お
も
し
ろ

さ
、
切
れ
味
も
持
っ
て
い
る
し
。
だ
か

ら
「
せ
め
て
上
野
を
嫌
い
と
い
え
」
な

の
で
あ
る
。
あ
、
一
つ
で
も
読
ん
で
か

ら
ね( ̂

 ̂
 ;

　

二
つ
目
は
、
田
嶋
氏
が
世
間
に
対

し
て
負
っ
た
役
割
。「
テ
レ
ビ
タ
ッ
ク

ル
」
と
い
う
番
組
で
ね
。
彼
女
は
自
分

で
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
と
言
っ
て
い
る
か
ら

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
か

な
ら
ず
し
も
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
積
み
上

げ
て
き
た
情
報
収
拾
や
理
論
の
つ
み
あ

げ
を
、
上
手
に
電
波
に
乗
せ
た
と
は
い

え
な
い
。
人
の
発
言
に
か
ぶ
せ
て
単
純

な
男
性
攻
撃
を
す
る
、
と
い
う
の
は
、

私
か
ら
見
て
も
否
定
で
き
な
い
。
彼
女

自
身
が
本
当
に
あ
あ
い
う
人
な
の
で

あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
な
に
か
思
う
と

こ
ろ
あ
っ
て
あ
の
役
割
を
負
っ
た
ら
、

結
果
が
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か

（「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
」
と
言
っ
て
い
る
か

ら
に
は
、
い
く
ら
な
ん
で
も
次
代
を
担

う
若
者
に
「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
は
す
ぐ
男

を
槍
玉
に
挙
げ
る
だ
け
、
嫌
い
」
と
思

わ
せ
た
い
と
意
図
し
た
と
は
思
え
な

い
）。
こ
の
「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
＝
田
嶋
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
固
着
は
、
こ
れ
以

前
に
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
観
察
で

き
た
現
象
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
＆
バ
ラ
エ

テ
ィ
お
そ
る
べ
し
。

　

か
く
い
う
私
自
身( 

 ̂
 ̂;　

あ
れ
で

す
っ
か
り
「
テ
レ
ビ
タ
ッ
ク
ル
」
が
見

た
く
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
（
ま
、
そ

の
後
、
阿
川
佐
和
子
な
ん
か
出
て
い
る

と
、
あ
ら
す
っ
か
り
嫌
わ
れ
な
い
女
が

出
る
番
組
に
な
っ
た
の
ね
的
な
こ
と
も

思
っ
た
り
し
て
。
あ
、
阿
川
さ
ん
は
き

ら
い
で
は
な
い
の
だ
よ
）。

　

ん
ー
、
あ
の
大
学
教
授
も
、
そ
ん
な

わ
け
で
、「『
性
』
が
ど
ー
た
ら
言
う
女

＝
男
を
頭
か
ら
否
定
す
る
女
＝
全
員
田

嶋
」
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
で
わ
。
客
観

的
デ
ー
タ
収
拾
と
冷
静
な
分
析
が
な
り

わ
い
の
学
者
さ
ん
で
す
の
に
…
…
っ
て

か
、
彼
の
専
攻
か
ら
し
て
、
そ
れ
こ
そ

上
野
や
江
原
を
云
々
す
べ
き
な
の
で
わ

…
…
っ
て
ゆ
う
の
は
素
人
了
見
か
し
ら
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ん
）。

　

ん
で
、
わ
た
し
の
返
事
に
は
ま
だ
続

き
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
そ
う
い
う
思
想
が
出

て
き
た
の
か
、
が
大
事

> 

「
男
女
同
権
」
だ
っ
た
ら
ま
だ
い

い
の
で
す
が
、「
女
性
地
位
向
上
」

と
な
る
と
す
ぐ
男
が
槍
玉
に
な
る

こ
と
が
多
い
気
が
し
ま
す
。

そ
の
ふ
た
つ
っ
て
あ
ま
り
ち
が
わ
な

い
で
す
け
ど
ね
、
実
質
的
に
。

男
が
槍
玉
に
な
る
、
と
い
う
の
は
わ

か
り
ま
す
。

ん
ー
、
そ
こ
で
、
男
性
そ
の
も
の
を

否
定
す
る
よ
う
な
言
辞
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
た
し
か

で
す
ね
。
で
も
、
あ
る
意
味
「
事

実
」
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
よ
。
私

は
「
あ
っ
た
」
っ
て
言
い
ま
す
。
今

の
日
本
の
女
性
の
地
位
が
低
い
の
は

「
オ
ン
ナ
が
バ
カ
」だ
か
ら
だ
と
思
っ

て
い
る
か
ら
で
。

> 

そ
れ
に
「
こ
の
問
題
は
男
が
悪

い
」「
あ
の
問
題
は
女
が
悪
い
」
っ

て
話
あ
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
よ
。
血
液
型
占
い
み
た
い
で
。

そ
う
い
う
悪
い
事
例
を
生
み
出
し

て
い
る
人
間
も
い
る
け
ど
、
そ
う

じ
ゃ
な
い
人
も
い
る
で
し
ょ
う
？ 

っ
て
考
え
て
い
る
た
め
な
ん
で
す

が
。

そ
ん
な
単
純
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

よ( ̂
 ̂
 ; ;　

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
。

た
と
え
ば
読
ん
で
く
れ
た
私
の
文
章

中
に
あ
っ
た
、
選
挙
権
・
財
産
権
・

教
育
権
が
そ
も
そ
も
不
平
等
で
あ
っ

た
と
か
、
そ
の
背
景
と
か
、
ソ
レ
を

改
革
し
て
く
る
経
過
と
か
、
そ
う
い

う
も
の
を
総
合
し
て
考
え
ま
せ
ん

と
。

> 

何
と
な
く
「
日
本
人
は
悪
」
で
あ

る
と
い
っ
て
い
る
中
国
人
の
よ
う

で
。
ま
た
「
中
国
人
は
み
ん
な
敵

対
意
識
を
持
っ
て
い
る
」
と
決
め

付
け
て
い
る
日
本
人
の
よ
う
で
。

え
ー
と
こ
れ
も
、「
そ
の
意
識
が
作

ら
れ
た
経
過
」
が
あ
る
の
で
す
。

昔
の
「
オ
ン
ナ
の
ほ
う
が
人
間
と
し

て
下
」
と
信
じ
て
い
た
男
た
ち
の
、

ま
た
女
自
身
の
意
識
改
革
の
た
め
に

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
出
て
き
た
わ
け
で

す
。
そ
の
言
い
方
が
、
そ
う
い
う
意

識
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
く
な
っ
た
現

代
の
男
性
に
「
無
意
味
に
否
定
さ
れ

る
」
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
確
か

だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
ま
た
一
方
で
、
田
嶋
レ
ベ
ル

の
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
嫌
い
」
が
日
本

人
の
「
作
ら
れ
た
意
識
」
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
そ
れ
に
私
は
や
は
り
あ

る
種
の
「
逆
行
」
の
危
機
意
識
を
感

じ
ま
す
ね
。

> 

で
も
今
か
ら
勉
強
す
る
な
ら
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

女
性
史
や
婚
姻
史
を
ま
な
ぶ
と
、「
な

ぜ
そ
う
い
う
思
想
や
運
動
が
出
て
き

た
の
か
」
が
わ
か
り
ま
す
。
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
の
運
動
的
部
分
に
つ
い
て
の

擁
護
・
批
判
の
議
論
は
私
は
不
毛
だ

と
思
う
の
で
。

> 

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

の
対
義
語
っ
て
何
で
し
ょ
う
？

> 

フ
ァ
シ
ス
ト
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
だ
と

ち
ょ
っ
と
違
う
気
が
…
。

「
女
性
蔑
視
」「
男
権
主
義
」
で
す
か

ね
。

ま
、
言
葉
か
ら
よ
り
も
、「
ど
う
し

て
そ
う
い
う
運
動
が
出
て
き
た
か
」

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
っ
て
、
こ

れ
は
い
つ
も
の
私
の
思
考
手
順
か

( ̂
 ̂
 ; 

「
個
人
の
実
感
」
を
受
け

取
れ
る
セ
ン
ス

　

稚
拙
な
説
明
だ
な
あ
↓
自
分
。
さ
す

が
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
不
勉
強
な
だ
け
の
こ

と
は
あ
る
。

　

で
も
、「
な
ぜ
そ
う
い
う
思
想
が
出

て
き
た
の
か
」
は
と
て
も
大
切
だ
と
思

セクシュアリティ入門⑨



LAP NEWSLETTER Vol.41 2006　24

う
。

　

以
前
、
か
な
り
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

の
こ
と
を
勉
強
し
て
い
た
Ｃ
さ
ん（
♂
）

が
、「
セ
ク
ハ
ラ
」
に
つ
い
て
電
話
を

か
け
て
き
た
。
友
人
の
女
性
か
ら
、「
そ

れ
は
セ
ク
ハ
ラ
だ
」
と
い
わ
れ
、
非
常

に
不
本
意
で
憤
懣
や
る
方
な
か
っ
た
の

で
、な
に
か
納
得
し
た
か
っ
た
ら
し
い
。

　

彼
も
い
い
人
な
の
で
、
こ
れ
も
ま
た

う
ん
う
ん
と
聞
い
て
い
た
。
い
い
人
っ

て
い
う
の
は
、「
セ
ク
ハ
ラ
」
と
い
わ

れ
て
彼
自
身
が
混
乱
し
て
い
た
か
ら
。

混
乱
す
る
の
は
柔
軟
な
セ
ン
ス
の
表
れ

だ
。
…
…
彼
は
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ

た
（
だ
い
ぶ
前
な
の
で
う
ろ
お
ぼ
え
御

免
）。

彼 

「
法
律
関
係
の
知
人
に
聞
い
た
ら
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い

う
の
は
、
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
の
法

廷
用
語
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
な

ん
で
す
。
友
達
な
の
に
、
な
ん
で
そ

う
い
う
法
廷
用
語
を
持
ち
込
ま
れ
な

き
ゃ
い
け
な
い
の
か
な
っ
て
」

麦 

「
そ
れ
は
、
ど
う
し
て
法
廷
用
語
に

な
っ
た
ん
で
す
か
？
」

彼 

「
え
？　

裁
判
な
ど
で
使
う
た
め
に
」

麦 

「
ど
う
し
て
？
」

彼
「
…
…
」

麦  

「
私
は
、
法
律
と
そ
の
制
定
の
経

過
は
知
ら
な
い
の
で
推
測
で
す
け

ど
、
そ
う
い
う
用
語
が
公
的
に
設
定

さ
れ
る
以
前
に
、
累
々
と
事
実
と
訴

え
が
積
み
重
な
っ
て
い
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
よ
。
何
も
な
い
と
こ
ろ

に
い
き
な
り
か
ら
っ
ぽ
の
用
語
だ

け
作
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ

る
よ
う
な
個
々
の
事
実
が
、
女
性
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
り
な
が
ら

非
常
に
表
現
し
づ
ら
く
、
一
方
男
性

に
は
非
常
に
わ
か
り
づ
ら
い
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
私
も
女
性
と
し
て
の

経
験
か
ら
、
よ
〜
く
わ
か
っ
て
い
ま

す
。そ
の
通
じ
な
さ
が
、女
性
に
と
っ

て
は
、
解
決
さ
れ
な
い
事
実
の
負
担

の
上
に
さ
ら
に
精
神
的
負
担
に
な
っ

て
き
た
ん
で
す
。『
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
』
と
い
う
言
葉
が
設

定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
い

う
認
識
が
公
的
に
な
っ
た
と
い
う
だ

け
の
こ
と
で
す
。
あ
な
た
の
友
達
が

あ
な
た
に
訴
え
た
の
は
、
そ
の
、
法

的
に
ど
う
こ
う
さ
れ
る
前
に
積
み
重

な
っ
て
き
た
、
個
人
の
実
感
そ
の
も

の
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」

彼 

「
あ
あ
、
そ
れ
な
ら
…
…
そ
れ
な
ら

わ
か
り
ま
す
、
わ
か
り
ま
し
た
」

　

…
…
さ
す
が
だ
Ｃ
さ
ん
。
ち
ゃ
ん
と

「
個
人
の
実
感
」
を
受
け
取
れ
る
セ
ン

ス
を
持
っ
て
る
ん
だ
。

　

そ
の
彼
が
そ
の
女
性
の
友
人
と
そ
ん

な
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
、
怒
り
の
や

り
場
な
く
私
に
電
話
し
て
き
た
の
は
、

お
そ
ら
く
、
彼
女
は
傷
つ
い
た
気
持
ち

を
表
現
す
る
の
に
彼
を
＝
男
性
を
攻
撃

す
る
よ
う
な
形
に
な
り
、
そ
う
な
れ
ば

彼
の
方
は
守
り
に
入
り
、
防
衛
は
ま
た

攻
撃
に
な
り
、
彼
女
の
側
か
ら
す
れ
ば

最
初
に
攻
撃
さ
れ
た
の
に
ま
た
攻
撃
さ

れ
る
と
い
う
理
不
尽
さ
に
地
団
太
踏
み

…
…
と
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
あ
。
想
像

だ
け
ど
。
想
像
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
場

面
は
い
く
ら
で
も
あ
る
か
ら
ね
。

　

だ
か
ら
さ
、
私
は
文
学
の
人
で
、
つ

ま
り
個
人
の
実
感
の
人
で
、だ
か
ら「
イ

ズ
ム
」
は
参
考
に
は
な
っ
て
も
自
分
の

も
の
で
は
な
い
っ
て
い
う
感
じ
も
す
る

わ
け
だ
っ
た
り
。

　

ん
で
、
さ
ら
に
Ａ
さ
ん
の
返
事
。

セ
ロ
リ
嫌
い
的
な
「
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
嫌
い
」

> 

田
嶋
さ
ん
の
ど
こ
が
嫌
い
で
す

か
？

僕
は
で
す
ね
。
言
っ
て
い
る
内
容
は

全
部
嫌
い
っ
て
訳
じ
ゃ
な
い
ん
で
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華
々
し
さ
は
認
識
に
な
か
っ
た
ん
だ
ろ

う
な
あ
。

>  

そ
ん
な
単
純
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
よ( ̂

 ̂
 ; 　

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
。

な
る
ほ
ど
。
そ
う
で
し
ょ
う
と
も
。

歴
史
的
背
景
を
考
え
る
の
は
大
切
で

す
ね
。

ま
あ
僕
が
言
い
た
い
の
は
男
と
女
と

い
う
２
つ
の
極
だ
け
で
考
え
る
の
が

微
妙
な
問
題
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

ゲ
イ
社
会
の
方
た
ち
も
増
え
て
き
て

ま
す
し
、
そ
の
社
会
も
認
め
ら
れ
つ

つ
は
あ
っ
て
も
、
確
立
し
た
地
位
は

全
然
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ

に
も
っ
と
精
神
的
に
微
妙
な
ど
ち
ら

に
も
属
さ
な
い
よ
う
な
人
も
増
え
て

い
る
ら
し
い
で
す
し
。
そ
れ
に
僕
も

男
と
い
う
大
別
で
頭
ご
な
し
に
分
類

批
判
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
、
正
直
あ

ま
り
気
分
よ
く
な
い
で
す
か
ら
ね
。

で
も
今
ま
で
は
女
性
は
「
女
っ
て
も

の
は
…
」
っ
て
言
わ
れ
て
き
た
過
去

が
あ
る
の
だ
か
ら
、
僕
が
多
少
気
分

は
彼
ら
し
い
聡
明
さ
だ
。
聡
明
と
い
う

の
は
、
先
入
観
や
感
情
論
と
は
べ
つ

に
淡
々
と
物
事
を
把
握
で
き
る
セ
ン

ス
。
し
か
し( 

 ̂
 ̂; 　

セ
ロ
リ
嫌
い
的

に
「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
嫌
い
」
を
生
産
す

る
と
は
、
や
は
り
バ
ラ
エ
テ
ィ
お
そ
る

べ
し
。

　

し
か
も
田
嶋
が
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を

社
会
的
に
認
知
さ
せ
た
最
た
る
一
人
」

で
、
上
野
は
「
と
い
う
方
」
な
ん
だ

…
…
。
こ
れ
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
恐
る
べ
し

で
も
あ
る
と
同
時
に
、
世
代
っ
て
も
の

か
し
ら
。
彼
は
80
年
代
小
学
生
だ
っ
た

わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
の
上
野
氏
の

す
。

た
ま
に
共
感
で
き
る
面
も
あ
り
ま
す

し
、
な
る
ほ
ど
ー
っ
て
の
も
あ
る
ん

で
す
が
、
主
に
田
嶋
さ
ん
の
喋
り
方

な
ど
、
生
理
的
な
好
き
嫌
い
で
、
嫌

い
な
ん
で
す
。
セ
ロ
リ
嫌
い
に
近
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

> 

私
は
田
嶋
関
係
で
嫌
な
思
い
出
が

あ
る
。

な
る
ほ
ど
。
そ
れ
は
厳
し
い
で
す
ね

…
。

ま
あ
田
嶋
さ
ん
は
目
立
つ
し
、
あ
る

意
味
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
社
会
的
に
認

知
さ
せ
た
最
た
る
一
人
な
の
で
し
ょ

う
か
ら
、
比
べ
よ
う
と
す
る
と
、
つ

い
名
前
を
出
さ
ざ
る
を
え
な
い
の
で

し
ょ
う
か
ね
？

上
野
千
鶴
子
さ
ん
と
い
う
方
は
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ふ
う
む
。「
言
っ
て
る
内
容
は
全
部

嫌
い
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
の

悪
く
な
る
よ
う
で
何
か
が
少
し
で
も

清
算
さ
れ
れ
ば
い
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

そ
う
そ
う
、
そ
の
と
お
り
だ
。
彼
は

ち
ゃ
ん
と
自
分
で
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
」

へ
の
道
筋
を
踏
ん
で
き
て
い
る
。

　

女
性
論
以
前
・
も
し
く
は
同
時
に
ゲ

イ
や
「
も
っ
と
微
妙
な
」
人
た
ち
の
情

報
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ

は
も
う
、
今
時
の
ワ
カ
モ
ノ
で
あ
る
。

80
年
代
小
学
生
だ
と
こ
う
な
る
の
だ
な

あ
。
80
年
代
は
そ
う
い
う
も
の
が
表
に

出
、
一
般
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
時
代
だ
っ
た
か
ら
。

あ
る
種
の
「
逆
行
」
の
危

機
意
識

> 

え
ー
と
こ
れ
も
、「
そ
の
意
識
が

作
ら
れ
た
経
過
」
が
あ
る
の
で
す
。

> 

し
か
し
ま
た
一
方
で
、
田
嶋
レ
ベ

ル
の
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
嫌
い
」
が

日
本
人
の
「
作
ら
れ
た
意
識
」
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
私
は

セクシュアリティ入門⑨
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や
は
り
あ
る
種
の
「
逆
行
」
の
危

機
意
識
を
感
じ
ま
す
ね
。

そ
れ
は
き
っ
と
歴
史
的
背
景
を
、
知

識
で
し
か
知
ら
な
い
か
、
も
し
く
は

知
識
も
な
い
か
、
つ
ま
り
体
験
と
し

て
背
景
を
記
憶
し
て
い
る
人
間
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
？

僕
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
き
っ
と
嫌
い
な

ん
で
す
が
、
そ
の
対
義
語
の
主
義
は

も
っ
と
嫌
い
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

を
田
嶋
さ
ん
の
よ
う
に
「
強
烈
な
個

性
」
で
唱
え
る
人
が
い
な
い
た
め
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
側
だ
け
が
槍
玉
に

な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
強
い
主
義
・
主
張
を
唱

え
る
人
を
叩
こ
う
と
す
る
の
が
、
日

本
人
の
「
作
ら
れ
た
意
識
」
に
な

り
つ
つ
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
宗
教
と
か
な
い
か
ら
か
な

〜
？
（
漠
然
）
僕
こ
れ
は
平
和
だ
と

は
思
い
ま
す
が
、
危
険
だ
と
も
思
い

ま
す
。

　

こ
こ
を
読
ん
で
、
樹
村
み
の
り
の
マ

ン
ガ
を
思
い
出
し
た
。『
あ
ざ
み
の
花
』。

サ
ッ
コ
と
ヴ
ァ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ
事
件
を
題

材
に
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。
主
人
公
の

駆
け
出
し
記
者
が
、
二
人
の
死
刑
反
対

デ
モ
を
見
な
が
ら
こ
う
言
う
（
あ
、
例

に
よ
っ
て
元
本
が
な
い
の
で
、
キ
オ

ク
）。

「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
反

対
し
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
決
定
が

く
つ
が
え
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
」

　

す
る
と
老
編
集
長
が
こ
う
答
え
る
。

「
た
く
さ
ん
の
人
？　

い
い
え
、
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
が
彼
ら
を
死
刑
に
し

た
が
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
何
も
言
わ
な

い
、
何
も
行
動
し
な
い
、
で
も
、
彼
ら

の
意
志
が
社
会
を
動
か
し
て
い
る
」

　

怖
え
え
〜
！　

で
も
そ
の
と
お
り
な

の
だ
。

　

Ａ
さ
ん
の
文
面
か
ら
私
が
感
じ
た
の

は
、
以
前
こ
の
連
載
の
３
回
で
書
い
た

こ
と
。
柔
軟
な
ヘ
テ
ロ
男
は
こ
こ
に
も

い
た
じ
ゃ
ん
、と
い
う
こ
と
。「
僕
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
は
き
っ
と
嫌
い
な
ん
で
す

が
」
と
い
う
の
は
、
ち
ゃ
ん
と
知
る
機

会
が
あ
れ
ば
き
っ
と
少
し
別
の
言
い
方

に
な
る
だ
ろ
う
（
好
き
に
な
る
と
は
言

わ
な
い
が
。
私
も
別
に
好
き
じ
ゃ
な
い

し
）。「
そ
の
対
義
語
の
主
義
は
も
っ
と

嫌
い
だ
と
思
い
ま
す
」
こ
こ
が
大
切
。

こ
の
感
覚
・
考
え
方
こ
そ
が
、
無
銘
の

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
も
言
え
る
と
思
う
。

田
嶋
＝
「
な
ん
か
か
わ
い

い
服
と
か
着
て
る
人
」

　

さ
て
、
そ
ん
な
わ
け
で
、
冒
頭
の
会

話
に
な
っ
た
わ
け
だ
。

　

す
ご
い
な
、「
な
ん
か
に
や
さ
し

い
」
っ
て
、
そ
れ
は
レ
デ
ィ
フ
ァ
ー
ス

ト
的
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
こ
と
で
は
あ
る

ま
い
か
。
で
、
フ
ェ
ミ
ニ
ン
っ
て
言
葉

な
ら
知
っ
て
る
？　

み
た
い
な
と
こ
ろ

か
ら
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
話
を
か
る
〜
く

し
た
。
な
ん
か
、
賛
同
も
抵
抗
感
さ
え

な
い
。
な
ん
だ
こ
れ
？

Thecher

「
ウ
エ
ノ
チ
ヅ
コ
っ
て
知
っ

て
る
？
」

（
二
人
ぐ
ら
い
が
手
を
上
げ
る
）

Thecher

「
ど
こ
で
知
っ
た
の
？
」

Student

「
親
の
本
棚
」

Thecher

「
読
ん
だ
？
」

Student

「
ぱ
ら
ぱ
ら
っ
と
見
た
け
ど

…
…
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
か
っ
て
い
う
の

で
…
…
な
ん
か
や
め
た
」

Thecher

「
タ
ジ
マ
ヨ
ウ
コ
っ
て
知
っ

て
る
？
」

（
半
数
ぐ
ら
い
が
手
を
上
げ
る
）

Student

「
…
…
な
ん
か
、
議
員
の
人

だ
よ
ね
」

Thecher

「
ん
、
す
ぐ
や
め
ち
ゃ
っ

た
け
ど
ね
。
タ
ジ
マ
さ
ん
っ
て
い
う
と

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
？
」

Student

「
…
…
」

Student

「
…
…
」

Student

「
…
…
な
ん
か
、
か
わ
い
い

服
と
か
着
て
た
」

　

あ
ら
た
め
て
す
げ
ー
な
、メ
デ
ィ
ア
。

　

数
年
前
ま
で
だ
っ
た
ら
、
Ａ
さ
ん
の

よ
う
に
田
嶋
＝
フ
ェ
ミ
ス
ト
で
、
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
が
何
を
言
っ
て
い
る
か
も
知
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ら
な
い
く
せ
し
て
、「
声
高
に
も
の
を

言
う
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
だ
け
が
表
面
に
出

て
き
て
い
る
の
が
問
題
だ
」
と
か
、
そ

り
ゃ
親
の
口
移
し
だ
ろ
＆
親
も
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
か
じ
っ
た
こ
と
も
な
い
だ
ろ
的

な
意
見
が
い
く
ら
で
も
出
て
き
た
の

に
。
そ
う
、「
Ａ
さ
ん
周
辺
世
代
」
と

な
る
わ
け
だ
な
、
こ
れ
が
。
そ
し
て
す

で
に
世
代
交
代
だ
。

　

田
嶋
陽
子
は
、
言
わ
れ
て
み
れ
ば
路

線
変
更
し
た
（
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
面
で
、

と
い
う
意
味
）。
今
は
、
な
ん
か
か
わ

い
い
服
と
か
着
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
片
隅

に
い
る
印
象
の
薄
い
お
ば
さ
ん
な
の

だ
。

　

こ
れ
は
も
し
や
最
近
言
わ
れ
て
い
る

「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
敗
北
」っ
て
や
つ
？

　

反
感
の
次
は
知
り
も
し
な
い
、
と
い

う
？　

よ
く
わ
か
ん
な
い
。

次
の「
骨
抜
き
」は「
セ
ク

ハ
ラ
」か
？

　

セ
ク
ハ
ラ
と
い
え
ば
、
先
日
テ
レ
ビ

を
つ
け
た
ら
た
ま
た
ま
映
っ
て
い
た
番

組
で
、
こ
ん
な
の
が
あ
っ
た
。
ん
ー
、

何
の
番
組
か
わ
か
ら
な
い
。「
こ
れ
は

セ
ク
ハ
ラ
か
？
」
と
い
う
も
の
。

　

た
と
え
ば
「
見
せ
パ
ン
」
を
見
た
ら

セ
ク
ハ
ラ
か
？

　

そ
う
い
う
場
面
を
ス
キ
ッ
ト
で
演

じ
、
マ
ジ
ャ
マ
ジ
ャ
が
、「
セ
ク
ハ
ラ

だ
っ
！
」
と
い
う
。

　

そ
し
て「
丸
山
弁
護
士
は
こ
う
言
う
」

と
紹
介
す
る
。
彼
は
「
自
分
が
見
せ
て

る
ん
だ
か
ら
セ
ク
ハ
ラ
じ
ゃ
な
い
」
と

い
う
。

　

な
る
ほ
ど
、次
の
「
骨
抜
き
」
は
「
セ

ク
ハ
ラ
」
か
。
と
か
ん
ぐ
る
。

　

私
が
Ｃ
さ
ん
と
話
し
た
よ
う
な
「
個

人
の
実
感
」
は
お
く
び
に
も
出
さ
ず
に

戯
画
化
し
、「
セ
ク
ハ
ラ
」
と
い
う
言

葉
を
「
決
め
つ
け
」
と
し
て
登
場
さ
せ

る
。
そ
し
て
「
丸
山
弁
護
士
は
こ
う
言

う
」
と
、
つ
ま
り
こ
れ
は
彼
の
意
見
に

す
ぎ
ま
せ
ん
よ
、
と
い
う
い
い
方
で
紹

介
し
つ
つ
、別
の
意
見
は
紹
介
し
な
い
。

　

ま
、
ど
ー
な
る
ん
で
し
ょ
う
な
。

　

こ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
時
代
と
い

う
も
の
の
さ
り
げ
な
さ
に
い
ろ
い
ろ
危

機
は
感
じ
る
け
れ
ど
。
い
ち
い
ち
あ
げ

あ
し
と
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
と
思
い

つ
つ
、
す
わ
り
の
悪
い
と
き
は
ち
ゃ
ん

と
言
っ
と
く
こ
と
に
す
る
か
。

性
別
の
呪
縛
か
ら
よ
り
自

由
に
な
っ
た
若
い
世
代

　

Ａ
さ
ん
・
Ｂ
さ
ん
・
Ｃ
さ
ん
、
み
な

私
よ
り
１
世
代
か
そ
れ
以
上
若
い
。

　

彼
ら
は
私
の
世
代
の
平
均
値
よ
り
も

や
わ
ら
か
い
、
つ
ま
り
彼
ら
自
身
が

性
別
の
呪
縛
か
ら
よ
り
自
由
で
あ
る
と

感
じ
る
。
Ａ
さ
ん
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は

嫌
い
だ
と
思
う
と
い
う
け
れ
ど
、
ウ
ー

マ
ン
リ
ブ
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
躍
起
に

な
っ
て
問
題
提
起
し
、
嫌
わ
れ
な
が
ら

動
か
し
た
部
分
抜
き
で
も
、
彼
は
今
ほ

ど
自
由
だ
っ
た
ろ
う
か
？　

と
も
思

う
。

　

ま
、
私
と
同
世
代
で
も
彼
ら
以
上
に

や
わ
ら
か
い
男
だ
っ
て
い
る
わ
け
よ
、

う
ち
の
相
方
み
た
い
に
（
で
れ
で
れ
）、

個
人
差
あ
る
け
ど
さ
、
で
も
平
均
値
と

し
て
、
ぜ
ん
ぜ
ん
男
た
ち
が
自
由
に

な
っ
た
。フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
だ
け
で
な
く
、

「
男
性
論
」
と
か
わ
ざ
わ
ざ
作
っ
て
が

ん
ば
っ
た
男
た
ち
も
い
る
の
に
、
な
ん

に
も
知
ら
な
い
Ａ
さ
ん
や
、
知
り
始
め

た
ば
か
り
の
Ｂ
さ
ん
は
、
彼
ら
が
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
越
え
た
ハ
ー
ド
ル
を

ひ
ょ
い
っ
と
越
え
て
い
る
。
も
し
か
し

た
ら
最
初
か
ら
こ
ち
ら
側
に
い
る
。
彼

ら
に
と
っ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
（
含
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
）
は
、
す
で
に
生
育
環
境
の

中
に
あ
っ
た
か
ら
。
個
人
差
は
あ
る
と

い
い
つ
つ
、
世
代
論
的
な
見
方
も
当
て

は
ま
る
と
思
う
。

　

今
の
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
「
な
ん
か

に
や
さ
し
い
の
」（
↑
あ
る
意
味
卓
見
）

な
10
代
は
、
15
年
後
、
Ａ
さ
ん
Ｂ
さ
ん

セクシュアリティ入門⑨
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の
年
齢
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ

う
。

「
実
感
」
を
見
る
こ
と
だ

け
は
伝
え
よ
う

　

あ
、
15
年
と
い
え
ば
。
先
日
一
人
の

卒
業
生
に
会
っ
た
。
卒
業
以
来
だ
か
ら

約
15
年
ぶ
り
。
80
年
代
の
高
校
生
だ
。

彼
と
こ
ん
な
会
話
を
し
た
。

「
先
生
の
、
同
性
愛
と
か
の
授
業
、
よ

く
お
ぼ
え
て
ま
す
よ
。
あ
れ
、
あ
っ
て

よ
か
っ
た
。
あ
の
あ
と
ア
メ
リ
カ
行
っ

た
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
で
ク
ィ
ア
な
人

た
ち
と
知
り
合
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
で

も
下
地
が
で
き
て
た
か
ら
す
ん
な
り
い

け
た
し
。
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
そ

う
い
う
の
ふ
つ
う
に
で
き
て
」

「
あ
あ
、
役
に
立
っ
た
ん
た
ら
よ
か
っ

た
」

「
い
ま
で
も
や
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」

「
ん
。
あ
の
こ
ろ
と
は
だ
い
ぶ
か
わ
っ

た
け
ど
ね
。
あ
れ
ほ
ど
単
純
じ
ゃ
な
く

な
っ
た
」

「
時
代
も
変
わ
り
ま
し
た
か
ら
ね
。
世

間
一
般
の
情
報
と
認
識
が
ぜ
ん
ぜ
ん
違

う
」

　

ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
も
う
や
ら

な
く
て
も
い
い
の
か
な
、
と
も
思
う

の
だ
、
し
ば
し
ば
。
で
も
、「
エ
イ
ズ
」

の
情
報
で
思
っ
た
よ
う
に
、
時
代
は

前
に
だ
け
進
む
も
の
で
は
な
い
の
で
、

ち
ょ
っ
と
ず
つ
は
入
れ
て
い
こ
う
。

　

│
│
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
も
だ
。
私
は

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
で
は
な
い
が
、
消
え
て

し
ま
っ
て
い
い
認
識
だ
と
も
思
わ
な

い
。
ま
あ
、
か
つ
て
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と

い
っ
た
認
識
は
い
ま
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論

に
入
っ
て
る
ら
し
い
け
ど
。
な
ま
え
は

ど
う
で
も
い
い
の
だ
よ
、
私
は
学
者

じ
ゃ
な
い
か
ら
定
義
と
か
は
任
じ
ゃ
な

い
。
そ
れ
ら
の
も
つ
「
実
感
」
を
見
る

こ
と
だ
け
は
伝
え
よ
う
。

授
業
で
紹
介
し
た
「
オ
ス

ス
メ
の
本
」

　

授
業
で
は
毎
週
「
オ
ス
ス
メ
の
本
・

映
画
」
を
一
つ
ず
つ
紹
介
し
て
い
る
の

だ
が
、先
日
は
こ
れ
を
オ
ス
ス
メ
し
た
。

『
ザ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』　

上
野
千
鶴
子
・

小
倉
千
加
子

　

曰
く
、
70
年
代
以
来
の
知
識
が
な
い

と
わ
か
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思

う
け
ど
、
ま
あ
そ
の
へ
ん
は
と
ば
し
つ

つ
…
…
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
ど
う
こ
う

言
う
よ
り
、
こ
の
二
人
は
と
て
も
ク
レ

バ
ー
だ
。
そ
し
て
、
意
識
的
に
議
論
し

た
り
、煽
っ
た
り
し
つ
つ
、自
分
の
思
っ

て
い
る
こ
と
を
て
い
ね
い
に
表
現
し
よ

う
と
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
そ
う

い
う
頭
脳
に
触
れ
る
の
は
意
義
が
あ
る

と
思
う
よ
。

　

…
…
生
徒
た
ち
は
コ
ク
コ
ク
と
う
な

ず
い
た
。

　

ま
、
読
ま
な
い
だ
ろ
う
け
ど

﹇
木
谷
麦
子
﹈

『
ザ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』
上
野
千
鶴
子
・
小

倉
千
加
子
著
、
ち
く
ま
文
庫
、
７
１
４
円

ＬＡＰホットライン
 エイズ電話相談
０３－５６８５－９６４４ 毎週土曜日16時～19時

セクシュアリティ入門⑨
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ピア・カウンセリングピア・カウンセリング
の限界と可能性の限界と可能性 草田 央草田 央

同
じ
立
場
に
立
つ
者
に
よ

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
近
年
、〝
エ
イ
ズ
業
界
〞に
お
い
て
も
、

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
積
極
的
に

推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
印
象
を
受
け
る
。

　
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の「
ピ
ア
」

と
は
、「
仲
間
」と
い
っ
た
意
味
で
、「
ピ

ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
と
は
、
同
じ

立
場
に
立
つ
者
（
例
え
ば
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

と
い
う
共
通
項
を
持
つ
者
）
に
よ
る
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
意
味
す
る
の
だ
と
思

わ
れ
る
。

　
…
と
い
っ
た
よ
う
な
文
言
上
の
理
解

は
で
き
て
も
、
で
は
一
体
、
ピ
ア
・
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
専
門
職
（
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は

何
が
違
う
の
か
？　
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り

が
聞
こ
え
て
く
る
れ
け
ど
、
デ
メ
リ
ッ

ト
（
限
界
）
は
な
い
の
か
？　
そ
も
そ

も
、
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
本

質
っ
て
何
？　
と
い
う
の
が
、
わ
か
ら

な
か
っ
た
り
す
る
。
そ
こ
で
、
自
分
の

頭
の
中
を
整
理
す
る
う
え
で
、
私
論
の

展
開
を
試
み
て
み
た
い
と
思
う
。

対
等
な
立
場
＝
聞
き
手
と

話
し
手
が
入
れ
替
わ
る
可

能
性
の
担
保

　

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、

一
九
七
〇
年
代
初
め
、
ア
メ
リ
カ
の
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
患
者
の
社
会
復
帰
を

支
援
す
る
自
立
生
活
運
動
の
中
で
始

ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
。そ
の
意
味
で
は
、

セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ（
ニ
ュ
ー

ズ
レ
タ
ー
三
四
号
参
照
）
の
延
長
線
上

に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

そ
こ
で
最
も
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
な
の

は
、「
対
等
な
立
場
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。「
対
等
な
立
場
」
で
あ

る
以
上
、
聞
き
手
と
話
し
手
が
相
互
に

入
れ
替
わ
る
可
能
性
が
担
保
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
聞
き
手
に
は
、〝
最
低
限
〞

の
倫
理
的
配
慮
や
必
要
と
さ
れ
る
知
識

に
つ
い
て
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
そ
の
た
め
の
講
習
も
必
要
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
専
門

職
が
要
請
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
レ
ベ

ル
の
異
な
る
、
い
わ
ば「
人
生
の
先
輩
」
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と
い
っ
た
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
聞
き
手
が

専
門
化
（
す
な
わ
ち
聞
き
手
と
話
し
手

が
代
替
不
能
に
な
る
こ
と
）し
た
場
合
、

も
は
や
〝
ピ
ア
〞
で
は
な
く
な
っ
て
し

ま
う
恐
れ
を
感
じ
る
。
そ
れ
さ
え
注
意

し
て
い
れ
ば
、
セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
と
し

て
の
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
一

面
に
お
い
て
有
効
性
の
高
さ
が
期
待
で

き
る
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

専
門
職
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
と
は
異
な
る
役
割

が
求
め
ら
れ
て
い
る

　
そ
の
点
で
、
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
プ
ロ
化
の
動
き
に
は
危
惧
を
感
じ

る
。
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
収

入
を
得
る
こ
と
が
目
的
化
し
て
し
ま
う

と
、
そ
れ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト（
話
し
手
）

の
自
立
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
本
末
転
倒
が
生

じ
て
し
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。
ピ
ア
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
い
う
セ
ル
フ
・
ヘ

ル
プ
活
動
に
何
ら
か
の
経
済
的
支
援
が

行
な
わ
れ
る
こ
と
自
体
は
否
定
し
な
い

が
、
そ
の
原
則
は
セ
ル
フ・ヘ
ル
プ（
自

助
活
動
）
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ベ
ー
ス
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
よ
う
に
感
じ
る
。

　
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
者
が
自

立
を
目
的
と
し
て
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
目

指
す
の
な
ら
、
そ
れ
は
短
期
講
習
で
で

き
て
し
ま
う
よ
う
な
「
ピ
ア
・
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
」な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
養
成
に
は
十
年
か
か
る
と
も
言
わ

れ
る
専
門
職
と
し
て
の
プ
ロ
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
な
る
べ
き
だ
ろ
う
。他
人（
ひ

と
）
の
心
を
扱
う
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と

い
う
の
は
、
一
般
に
思
わ
れ
て
い
る
よ

り
危
険
な
も
の
な
の
だ
。
近
年
で
は
医

療
と
同
様
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
い

て
も
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
こ
と
が
要

請
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
高
い
専
門

性
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ア
・
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
が
、
そ
こ
ま
で
の
責
任
を

負
わ
ず
に
す
む
と
い
う
の
は
、「
ピ
ア
」

と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
存
在
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
の
で

あ
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

が
、
営
利
企
業
や
公
共
機
関
に
劣
る
も

の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
補
完
す
る
役

割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
と
同
様
、
ピ

ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
専
門
職
に
よ

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は
異
な
る
役
割

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ

る
。
以
上
の
点
に
お
い
て
、
ピ
ア
・
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
・
マ
イ
ン
ド
に
よ
る
セ
ル
フ
・
ヘ
ル

プ
活
動
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
わ
か
っ
て
く
れ
る
は
ず
」

と
い
う
思
い
込
み
に
注
意

　

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
的
に
見
た
場
合
、〝
ピ
ア
〞

で
あ
る
こ
と
に
内
在
す
る
危
険
性
に
気

づ
く
。

　
ピ
ア・カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、〝
ピ
ア
〞

で
あ
る
が
ゆ
え
、
話
し
手
と
聞
き
手
の

間
に
ラ
ポ
ー
ル
（
信
頼
関
係
）
が
形
成

さ
れ
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
ラ
ポ
ー
ル
は
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
大
前
提
を
な
す
非
常
に
重

要
な
も
の
な
の
だ
。
し
か
し
、
そ
の
信

頼
感
は
、〝
ピ
ア
〞
で
あ
る
と
い
う
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
以
前
の
情
報
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
話
し
手

と
聞
き
手
の
出
会
い
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
そ

れ
は
「
自
分
の
こ
と
を
聞
き
手
は
、
わ

か
っ
て
く
れ
て
い
る
は
ず
だ
」
と
い
う

話
し
手
の
思
い
込
み
に
つ
な
が
り
、
そ

れ
は
「
自
分
は
、
話
し
手
の
こ
と
を
わ

か
っ
て
い
る
は
ず
だ
」
と
い
う
聞
き
手

の
思
い
込
み
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ

る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
同
じ
体
験
を
経
た
者

ゆ
え
の〝
共
感
〞と
い
う
も
の
も
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
同
じ
体
験
を
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
皆
が
皆
、
同
じ
よ
う
に
感
じ

る
と
は
限
ら
な
い
。
逆
に
、
同
じ
経
験

を
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、〝
共

感
〞
で
き
な
い
も
の
で
も
な
い
の
で
あ

る
。お
互
い
の
違
い
を
認
識
で
き
れ
ば
、

「
わ
か
っ
て
も
ら
お
う
」と
か「
わ
か
っ

て
あ
げ
た
い
」
と
の
努
力
が
生
じ
、
よ

り
い
っ
そ
う
深
い
相
互
理
解
が
生
ま
れ

る
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
恐
い
の
は
、
言
語
を
介
さ
な
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い
、
そ
う
し
た
思
い
込
み
で
あ
り
、
そ

の
辺
を
双
方
が
自
覚
し
て
い
な
い
と
、

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
持
っ
て
い

る
利
点
が
一
転
に
し
て
欠
点
に
な
っ
て

し
ま
う
危
険
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。
特

に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
が
慢
性
疾
患
と

な
っ
て
き
た
昨
今
で
は
、
単
に
〝
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
〞の
み
で
は
、〝
ピ
ア
〞と
は
な

り
え
な
く
な
っ
て
い
る
気
が
す
る
。
致

死
性
の
疾
患
と
し
て
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の

衝
撃
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
が

も
と
も
と
持
っ
て
い
た
問
題
を
顕
在
化

さ
せ
る
〝
き
っ
か
け
〞
と
し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
症
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。双
方
の
違
い
を
自
覚
し
た
上
で
、

ど
の
よ
う
な
共
通
項
で〝
ピ
ア
〞を
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
す
る
か
は
、
非
常
に
難
し
く

か
つ
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
。

〝
ピ
ア
〞で
あ
る
が
ゆ
え
、

同
じ
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
て

い
る
可
能
性
も

　
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
経
験
を
経
て
き

た
仲
間
で
あ
る
が
ゆ
え
、
話
し
手
と
聞

き
手
が
同
じ
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
て
い
る

可
能
性
も
高
い
。
話
し
手
の
話
が
聞
き

手
の
ト
ラ
ウ
マ
に
触
れ
る
よ
う
な
問
題

だ
っ
た
場
合
、
聞
き
手
が
話
し
手
を
受

け
止
め
き
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
危
険

性
も
指
摘
で
き
よ
う
。
聞
き
手
が
〝
先

輩
〞
と
し
て
、
す
で
に
自
分
の
問
題
を

棚
上
げ
で
き
て
い
る
こ
と
が
理
想
と
さ

れ
る
。
し
か
し
、
個
人
的
に
は
、
そ
こ

ま
で
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
期
待

す
る
の
は
酷
と
い
う
気
が
す
る
。

　
そ
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
や
す
い
ピ

ア・カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
あ
る
が
ゆ
え
、

い
か
に
安
全
策
を
講
じ
る
か
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
。
専
門
職
で
あ
る
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
同
席
さ
せ
る
な
ど
、
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
の
連
携
を
確
保
し
て
お
く
こ

と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ピ
ア
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
ロ
ー
ル
・
プ
レ
イ

（
役
割
演
習
）
と
し
て
位
置
づ
け
、
話

し
手
の
期
待
が
高
ま
ら
な
い
よ
う
に
す

る
の
も
一
法
と
思
わ
れ
る
。

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

お
け
る〝
枠
〞と
は
？

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
非

日
常
の〝
枠
〞を
設
定
す
る
。
そ
れ
は
、

家
族
や
友
人
に
は
言
え
な
い
こ
と
も
、

親
し
い
間
柄
で
は
な
い
が
ゆ
え
、
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
は
話
せ
る
…
と
い
う
効
果

が
あ
る
か
ら
だ
と
言
わ
れ
る
。セ
ル
フ・

ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
匿
名
が

用
い
ら
れ
る
の
も
、
こ
の
非
日
常
と
い

う
〝
枠
〞
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
け
る

聞
き
手
は
話
し
手
に
と
っ
て
、
専
門
職

で
あ
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
よ
り
も
親
密
な

存
在
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
は
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、

話
し
手
と
聞
き
手
双
方
の
日
常
に
侵
食

す
る
可
能
性
の
あ
る
曖
昧
な
存
在
で
も

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。か
と
い
っ
て
、

こ
と
さ
ら
枠
を
設
定
す
る
こ
と
に
固
執

し
て
は
、
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

本
質
か
ら
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
気
も

す
る
。
適
度
な
距
離
感
を
保
つ
こ
と
を

意
識
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
と
思
わ
れ

る
が
、
日
常
に
お
け
る
家
族
や
友
人
の

存
在
が
決
し
て
無
意
味
（
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
そ
れ
は
そ
れ
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
）
で
は
な
い

の
と
同
様
、〝
ピ
ア
〞
に
は
ピ
ア
の
役

割
（
そ
れ
は
専
門
職
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
と
は
異
な
る
）
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
い
て

は
、
聞
き
手
が
先
輩
と
し
て
話
し
手
の

自
立
生
活
〝
モ
デ
ル
〞
と
な
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
話
し
手

は
自
分
の
将
来
像
を
聞
き
手
に
見
る
こ

と
で
、
自
立
へ
の
道
を
歩
み
始
め
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。
そ

れ
は
、
聞
き
手
が
自
立
し
た
存
在
で
あ

る
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
同
時
に
、
実

は
〝
聞
き
手
〞
と
い
う
役
割
を
演
じ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
聞
き
手
の
自
立
が
促

進
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
さ
せ
る
。

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側

と
な
る
こ
と
の
効
果

　

先
に
「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
（
話
し
手
）

の
自
立
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
本
末
転
倒
が
生

じ
」
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
書
い
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た
が
、
実
は
、
こ
の
「
本
末
転
倒
」
こ

そ
が
、
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
本

質
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
の
だ
。

医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
（
健
常
者
か

ら
）
提
供
さ
れ
る
だ
け
の
存
在
で
あ
っ

た
の
が
、
聞
き
手
を
〝
演
じ
る
〞
こ
と

に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
と

な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
実

感
が
得
ら
れ
る
…
こ
の
こ
と
こ
そ
が
ピ

ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
最
大
の
効
果

な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
の

で
あ
る
。

情
報
提
供
と
い
う
重
要
な

機
能

　
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
重
要
な

機
能
の
一
つ
に
、（
話
し
手
へ
の
）
情

報
提
供
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
一
般
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
行
な

わ
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

自
ら
が
回
復
す
る
力
を
信
じ
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
の
気
づ
き
を
待
つ
と
い
う
ス
タ

ン
ス
を
と
る
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
あ
り
よ
う

と
い
う
の
は
、〝
心
の
サ
ポ
ー
ト
〞
と

い
う
意
味
合
い
と
は
異
な
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
提
供
さ

れ
る
情
報
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー

ト
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
性
教

育
の
現
場
で
は
「
ピ
ア
・
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
が「
ピ

ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
と
称
さ
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
相
互
教
育
は
高

い
学
習
効
果
が
期
待
さ
れ
る
反
面
、
伝

言
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
、
あ
や
ふ
や
な
情

報
が
誤
っ
た
情
報
へ
と
変
質
し
て
い
く

危
険
性
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
・

グ
ル
ー
プ
で
の
語
り
と
同
様
、
一
人
称

と
し
て
、
あ
く
ま
で
自
分
の
経
験
の
範

囲
内
と
い
う
前
提
条
件
を
つ
け
る
こ
と

を
必
須
と
し
な
が
ら
、
情
報
提
供
を
行

な
っ
て
い
く
工
夫
が
必
要
だ
ろ
う
。

人
と
の
関
係
性
が
人
を
癒

す
力
を
持
つ

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
、
主
体（
私
）

と
主
体（
私
）の
関
係（
出
会
い
）で
あ

る
と
同
時
に
、
主
体（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

と
客
体
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
観
察
対
象

と
し
て
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
）
の
関
係
で

も
あ
る
。
こ
う
し
た
同
時
並
行
処
理
が

専
門
職
に
は
求
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
ピ

ア・カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、主
体（
私
）

と
主
体
（
私
）
の
関
係
性
の
み
に
単
純

化
で
き
よ
う
。

　
人
と
の
関
係
性
が
人
を
癒
す
力
を
持

つ
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
こ
と
は

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技

法
や
聞
き
手
な
ど
と
い
っ
た
役
割
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
セ
ル
フ
・
ヘ
ル

プ・グ
ル
ー
プ
を
二
人
で
や
る
感
覚
で
、

〝
先
輩
〞
と
〝
後
輩
〞
の
出
会
い
と
な
れ

ば
、
安
全
性
も
高
く
有
効
性
も
期
待
で

き
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
り
す

る
の
で
あ
る
。

﹇
草
田
央
﹈

AID
S SCAN

D
AL

http://w
w
w
.t3.rim

.or.jp/~aids/

草田コラム

2006 AIDS文化フォーラムin横浜
つながる空間  ～Living Together～
2006年8月4日（金）～6日（日）
場　所：かながわ県民センター（横浜駅西口徒歩5分）
主　催：AIDS文化フォーラムin横浜 組織委員会
企画運営：AIDS文化フォーラムin横浜 運営委員会
事務局：横浜YMCA　共催：神奈川県

LAPはブースのLAPはブースの
出展を行う出展を行う
予定です予定です
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HIV・エイズ関連ニュース
（2005年5月22日～2006年1月27日）

○ＨＩＶ感染者への診療、歯科医３割「断る」　厚労省調べ
5月22日・朝日新聞

　全国の歯科医の３割がＨＩＶ感染者の診療を「原則として断る」と考えていることが、厚生労働省の研究班（主任研究者＝
五島真理為・ＨＩＶと人権・情報センター理事長）の調べで分かった。これを受けて厚労省は、適切な感染防止策を講じれ
ば問題ないとして全国の歯科医に対し、診療を拒否しないよう求める通知※を都道府県を通じて出した。
　調査は、０４年末までに全国５００の開業医や勤務医を対象に実施（回収率８８％）。患者がＨＩＶ感染者であることが判明
した場合、診療を「受け入れる」は３３％だったのに対し、拒否が２８％にのぼった。残りは「他院を紹介する」だった。一方、研
究班が今年１月に感染者と患者３０人に行った面接調査では、「診療拒否が心配」などの理由から、半数を超す１６人が感染
を告げずに歯科診療を受けると答えた。告知すると答えたのは５人だけだった。

※http://api-net.jfap.or.jp/mhw/document/doc_0506001.htm

○米のエイズ感染者１００万人超す
6月14日・時事通信

　米国内のエイズ感染者が２００３年末時点で１００万人以上に達し、特に黒人やホモセクシュアルなどの間に感染が広がっ
ていることが１３日、米政府機関の報告書で明らかになった。ジョージア州アトランタで１５日まで開催中のエイズに関する会
合で、米政府機関の疾病管理・防止センター（ＣＤＣ）が公表した報告書によると、感染者のうち黒人が４７％、白人３４％、
ヒスパニック１７％で、アジア系や先住民の割合は１％程度。性別では男性が感染者の７４％を占める。また、感染者のうちホ
モセクシュアルの男性の割合は４５％、注射を使う薬物中毒者も２２％に達している。ＣＤＣによれば、エイズ検査を受ける人
は年間４万人にとどまっている。

○桜井さん逆転勝訴確定　薬害エイズ名誉棄損訴訟
6月16日・共同通信

　薬害エイズ事件に関する月刊誌記事と単行本で名誉を傷つけられたとして、安部英・元帝京大副学長（４月に死去）
が、ジャーナリストの桜井よしこさんに１０００万円の慰謝料などを求めた訴訟の上告審判決で最高裁第１小法廷は１６日、
４００万円の支払いを命じた２審東京高裁判決を破棄、安部氏の請求を棄却した。桜井さんの逆転勝訴が確定した。

○エイズ薬で初の特許「強制」使用＝ＷＴＯドーハ宣言に準拠
6月27日・時事通信

　ブラジルは２７日、米薬品大手アボット・ラボラトリーズのエイズ治療薬「カレトラ」について、特許の使用料を支払わずにコピー
薬を製造すると発表した。国内でのエイズ被害が拡大する中、ブラジルは同社と価格の引き下げ交渉を行ったが合意に達
しなかったため、２００１年の世界貿易機関（ＷＴＯ）ドーハ宣言に基づく、世界で初めての特許の強制使用に踏み切る。

○元社長２人の実刑確定へ＝薬害エイズ事件で初
6月29日・時事通信

　ＨＩＶが混入した非加熱血液製剤を投与された患者が感染し、死亡した薬害エイズ事件で、業務上過失致死罪に問わ
れた製薬会社「ミドリ十字」（現三菱ウェルファーマ）の歴代社長、松下廉蔵（８４）、須山忠和（７７）両被告について、最高裁第３
小法廷（上田豊三裁判長）は２９日までに、被告側上告を棄却する決定をした。松下被告を禁固１年６月、須山被告を同１年
２月と、いずれも実刑とした２審大阪高裁判決が確定する。決定は２７日付。薬害エイズ事件で、有罪確定は初めて。

○コーヒー飲みアフリカ孤児支援　札幌の民間団体が豆販売
7月1日・朝日新聞

　アフリカ・ウガンダ特産のコーヒーを飲むことで、エイズで親を失った同国の子どもたちを救おうと、札幌市のボランティア
団体「Ｐｅａｃｅ」がコーヒー豆の販売に乗り出した。同国のジェームス・ババ駐日大使も感謝の気持ちを伝えに、札幌を訪ねた。
ウガンダは親をエイズで失った孤児が２００万人いるともいわれる。日本での販売は１袋２００グラムで７００円。これで現地の
農民の収入は１００円ほどになるという。
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○「予防進め、感染半減」　エイズ国際会議開幕
7月1日・共同通信

　アジア・太平洋地域エイズ国際会議が１日、神戸市で開幕、国連合同エイズ計画（ＵＮＡＩＤＳ）のピーター・ピオット事務
局長は記者会見で「予防に力を入れれば、この５年で、アジア・太平洋地域で６００万人の新規感染を防げる」と強調、対策
をスピードアップするよう呼び掛けた。会議に小泉純一郎首相や尾辻秀久厚生労働相は出席しないが、事務局長は、日本
政府が「世界エイズ・結核・マラリア対策基金」に５億ドル（約５５０億円）の資金拠出を表明したことに触れ、「金は物をいう。
重要なことだ」と評価した。

○エイズ新薬開発、体内ウイルス「激減」　熊本大教授
7月6日・朝日新聞

　副作用がほとんどなく、従来の薬が効かなくなった人にも効果の高いエイズ新型薬を開発したと５日、熊本大の満屋裕
明教授（内科学）が神戸市で開かれたアジア・太平洋地域エイズ国際会議で発表した。同教授によると、コードネーム「ＡＫ
６０２」(aplaviroc)というこの新薬は、細胞の表面にあるＣＣＲ５というたんぱく質にくっつく。このたんぱく質は、ＨＩＶが人間
の細胞に入り込む入り口。ここに異物がくっつくことで、ウイルスは細胞に入れなくなる。米国のエイズ患者計４０人を対象に臨
床試験を実施。ウイルス量が平均約１００分の１に減り、６００分の１まで減った患者もいた。

※2005年10月、小野薬品工業とグラクソ・スミスクライン社はaplavirocの第3相臨床試験を断念しました。

○政府、中国のエイズ対策を技術支援へ
7月7日・毎日新聞

　政府は、ＨＩＶの感染拡大が懸念されている中国のエイズ対策を支援するため、政府開発援助（ＯＤＡ）による無償の技術
協力を実施することを決めた。今夏、国際協力機構（ＪＩＣＡ）が、中国内陸部に調査団を派遣、今年度内に援助を始める方針で、
中国のエイズ対策への初の本格的支援となる。国連合同エイズ計画（ＵＮＡＩＤＳ）の試算によると、アジア・太平洋地域のＨＩ
Ｖ感染者は約８２０万人。中国は約８４万人の感染者がおり、感染拡大が最も懸念される国の一つに挙げられている。

○ＨＩＶ感染者が急増＝国民の１４％に-南ア
7月13日・時事通信

　南アフリカ共和国保健省は１２日までに、昨年の国内のＨＩＶ感染者数が、最大で国民の１４％に当たる６５７万人に達した
恐れがあることを明らかにした。２００３年は推定５６０万人だった。　

○８０円でエイズ薬提供　タイ、１０月から補助制度拡大
7月15日・朝日新聞

　タイ政府は１０月から、３０バーツ（約８０円）でエイズ薬を患者に提供する。約５万人の貧しいエイズ患者には、すでに無料
でエイズ薬を配っているが、補助制度を広げることにした。低所得者には、診療の患者負担が１回３０バーツの医療制度が
ある。この制度にエイズ治療も組み込み、ウイルスの増殖を抑えるタイ製の薬を処方する。同国のエイズ患者は約６０万人で、
一定の症状を示す患者が対象だ。廉価で幅広く薬を提供するのは「世界初の試み」（政府）としている。

○大阪府立大でコンドーム無料配布　エイズ予防啓発で
7月20日・共同通信

　大阪府立大は２０日、エイズ予防啓発のため２５日に開く講習会で、コンドームを学生らに無料配布すると発表した。
１０００-２０００ダースを会場の受け付けに置き、希望者に受け取ってもらう。講習会でエイズ予防法などを話す予定の看護
学部教授らが発案したという。

○＜手術拒否＞エイズ理由に　市民病院に賠償命令　甲府地裁
7月26日・毎日新聞

　ＨＩＶ感染を理由に入院先の病院で手術を受けられず下半身まひの後遺症が残ったとして、タイ国籍の女性（９７年に死亡、
当時２６歳）が甲府市などに対し計約１５６２万円の損害賠償を求めた訴訟の判決が２６日、甲府地裁であった。
　新堀亮一裁判長は「医学的根拠のない差別的取り扱いで、原告の人格権を侵害した」などとして、訴訟を引き継いだ女性
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の両親（タイ在住）に慰謝料計１００万円を支払うよう市に命じた。女性が最初に入院した山梨県鰍沢町の医療法人峡南病
院については「過失があったとまでは言えない」と請求を棄却した。

○４月４日～７月３日、HIV感染者の新規報告１７１件
8月12日・毎日新聞

　厚生労働省のエイズ動向委員会は１２日、４月４日～７月３日の四半期で、エイズウイルス（ＨＩＶ）感染者の新規報告件数が
１７１件（前期比３６件減）で、エイズ患者の報告数は８９件（同１０件増）だったことを明らかにした。性別では、男性が感染者
１６０件、患者８３件で、それぞれ９割以上を占めた。年齢別でみると、感染者は２０～３０代が７２％を占めた。

○独でコンドーム配布中止　法王お国入りに配慮
8月20日・共同通信

　ローマ法王ベネディクト１６世が参加し世界各国から約４０万人の若者らが集まったドイツ西部ケルンのカトリック世界青年
大会で、警察団体が計画したコンドーム配布が「教会側からの圧力」で、直前に中止されていたことが２０日までに分かった。
カトリック教会は避妊などに反対の立場。ドイツの警察団体は大規模集会がある際に街頭でエイズ予防を訴える慣習があ
り、ケルンの警察も今回、コンドームの配布を計画。しかし、警察団体は大会を前に「問題の微妙さをかんがみて中止する。
教会指導部から抗議と圧力があった」と発表した。

○ミャンマー支援中止　エイズ基金「軍政が活動妨害」
8月22日・朝日新聞

　途上国でのエイズ対策などを支援している「世界エイズ・結核・マラリア対策基金」（本部・ジュネーブ）が、ミャンマー（ビル
マ）への支援を中止することを決めた。軍事政権に、同国内での活動を妨げられたとの理由からだ。軍事政権は欧米からの
人権問題などへの批判に反発し、より閉鎖的な姿勢を強めてきており、人道支援への規制強化もその一環とみられる。

○ネットの誇大広告に対策を　薬害根絶デーで要望
8月24日・共同通信

　全国薬害被害者団体連絡協議会は２４日、薬害の再発防止をうたった厚生労働省の「誓いの碑」前で、インターネット上
の薬の誇大広告について具体策を求める要望書を、尾辻秀久厚労相に手渡した。薬害エイズの反省から、１９９９年８月２４
日に碑が建てられたことにちなみ、協議会は同日を「薬害根絶デー」と名付け、毎年行政への要請をしている。要望書はほ
かに、血液製剤「フィブリノゲン」によるＣ型肝炎感染問題で、昨年１２月に公表された納入先医療機関のうち、患者への対
応を怠っているところがあるとして、厚労省に指導や再調査も求める。

○半数はＨＩＶ感染者不可　ホスピスの全国調査
9月8日・共同通信

　ＨＩＶに感染した人ががんの末期症状になり、緩和ケア病棟（ホスピス）への入院を希望しても、４８％の施設は感染を理
由に「受け入れは困難」と考えていることが８日、国立病院機構東京病院の永井英明緩和ケア病棟医長の調査で分かった。
国内で報告されたＨＩＶ感染者とエイズ患者の累計は１万人を突破。発症を抑える治療法は進んだが「安らかな最期」を迎え
られる体制は整っていない現状が浮かんだ。調査は１-２月、全国の１３９施設に実施し、９８施設が回答。７月の日本緩和医
療学会で報告された。余命半年以内と診断されたがん患者がＨＩＶ感染者だった場合、受け入れ可能としたのは５２％。残
りは「受け入れは困難」とし、理由は「経験がない」「体制が整っていない」などだった。一方、エイズ末期の患者から入院の申し
込みを受けたことがあるのは全体の１７％に当たる１７施設で、そのうち受け入れたのは５施設だけだった。

○＜米ハリケーン＞エイズ患者の処方薬、入手困難に
10月3日・毎日新聞

　ハリケーン「カトリーナ」による被災で、ニューオーリンズ近郊から避難した約８０００人にのぼるＨＩＶ感染者やエイズ患者の
処遇が大きな問題となり始めている。患者らへのケアを担う行政窓口が活動停止に追い込まれたことに加え、避難生活の
長期化などで処方薬の入手が困難となっていることなどが背景にある。処方薬が不足し、容体が悪化している重症患者が
出始めているが、米政府や州の対応はにぶく、支援関係者は「放置すれば命にかかわる」と強い懸念を示している。
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○サウジでエイズ予防に着手　国連、若者に講習会
10月6日・共同通信

　サウジアラビアで先週、国連開発計画（ＵＮＤＰ）が若者を対象にエイズに関する講習会を開催、性行為などの話題を避
けがちなイスラム教国で、感染拡大を防ぐ取り組みに着手した。ロイター通信によると、首都リヤドで開かれた講習会には１０
代の若者２５人が参加。ＨＩＶ感染者への差別などを話題に、エイズへの理解を深めた。

○エイズ薬４６％値下げで合意　ブラジルと米アボット
10月12日・共同通信

　ブラジル保健省は１１日、米製薬大手アボット・ラボラトリーズとの間で、同社から購入しているエイズ治療薬の価格を約
４６％値下げさせることで合意したと発表した。値下げしなければブラジル国内ではこの薬の特許を認めず、コピー薬の生
産を始めるとして強く譲歩を求めていた。値下げで合意したのは治療薬「カレトラ」。

○＜ＨＩＶ抗体検査＞自治体の３割、利便性高い夜間・休日・迅速検査実施せず
10月15日・毎日新聞

　都道府県や政令市、中核市など、保健所を設置している自治体の３割が８月３１日現在、ＨＩＶ抗体検査のうち、利便性の
高い夜間、休日、迅速（即日）の３検査をいずれも導入していないことが、厚生労働省の調査で分かった。厚労省はＨＩＶ感
染者の早期発見、早期治療のため、各自治体に３検査の実施を促していく方針だ。

○エイズの広がりに歯止めを　厚労省が検査普及週間
10月20日・共同通信

　感染者と患者の増加傾向が続くエイズの事態悪化に歯止めをかけようと、厚生労働省はＨＩＶ感染検査体制を強化する「Ｈ
ＩＶ抗体検査普及週間」をつくることを決めた。２０日に開催したエイズストップ作戦本部（本部長・尾辻秀久厚労相）で明ら
かにした。普及週間は、１２月１日の世界エイズデー半年前の毎年６月１日から１週間。地方自治体の保健所や検査室で、無
料、匿名の検査や相談を行う。厚労省は検査の促進が「増加抑制の鍵だ」としている。

○エイズ感染者を１５０万人に抑制＝２０１０年の目標設定　中国
10月22日・時事通信

　新華社電によると、中国政府は２２日、エイズ感染者を２０１０年に１５０万人以内に抑制するとの目標を明らかにした。有効
な措置を講じなければ、同年の感染者は１０００万人に達する恐れがあるとして警戒を強めている。

○＜ユニセフ＞反エイズ、世界キャンペーンで支援訴え　ＮＹ
10月26日・毎日新聞

　「子どもたちのために、エイズと闘おう」を合言葉に国連児童基金（ユニセフ）は２５日、５年にわたる「子どもとエイズ」世界キャ
ンペーンを始めた。米ニューヨークの国連本部ビルでは同日夜、子どもたちの顔やキャンペーンのシンボルのリボンなどを壁
に映し出し、支援を訴えた。ユニセフによると、世界で毎日、１５歳未満の子ども約１４００人がエイズに関係のある病気で死
亡し、１５～２４歳の６０００人以上が感染。０３年末時点で、１５００万人以上の子どもたちが親をエイズで失っている。

○新規感染者は過去３番目　厚労省エイズ動向委
10月26日・共同通信

　厚生労働省エイズ動向委員会は２６日、７月から約３カ月間に報告されたエイズウイルスの新たな感染者が２０５人（男性
１９０人、女性１５人）で、報告制度が始まった１９８４年以降で３番目に多かったと発表した。新たな発症患者は８９人（男性８５人、
女性４人）で、今年４月からの３カ月間と同じ。新規感染者の約６４％は２０-３０代。感染者、患者の感染経路は、不明や複
数の原因が考えられる場合を除き、男性は同性間の性的接触が異性間の約２倍に上る一方、女性は全員が異性間だった。

○ＨＩＶ・ＨＣＶ二重感染、「非加熱製剤で」患者提訴へ
10月27日・読売新聞

　　国立がんセンター中央病院（東京都中央区）で１９８６年に骨髄移植手術を受けた男性が、「非加熱製剤を投与され、
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１０歳でＨＩＶに感染した」として、２７日、国と製薬会社に損害賠償を求める訴訟を東京地裁に起こす。男性はＨＩＶとＣ型肝
炎ウイルス（ＨＣＶ）の感染が９２年に判明していたが、その後、１０種類以上の北米型ＨＣＶの遺伝子型が体内に存在するこ
とが分かった。多数の人の血液を混ぜて作る非加熱濃縮血液製剤を投与された薬害エイズ患者の特徴と同じだが、がん
センターは「非加熱製剤を投与した記録は残っていない」としている。この男性は、都内の病院に入院している山本義則さん
（２９）。現在、同センターで受けた献血血液の輸血でＨＩＶ感染したとして国の救済対象となっているが、「真実が知りたい」と
して、実名を公表し、提訴を決めた。薬害エイズ訴訟の和解手続きに沿って、国などとの和解を求める。

○＜セックス調査＞日本は平均回数が世界最少
11月9日・毎日新聞

　イギリスコンドームメーカー「デューレックス」が世界４１カ国で実施したインターネットによる「性と健康に関する意識調査」
によると、セックス回数は、世界の平均が年間１０３回だったのに対し、日本人は４５回。昨年の調査に比べて、日本人のセッ
クス回数は１回減り、２年連続で世界で最も少なかった。最も多かったのは、ギリシア人の１３８回。セックスの満足度について
は、世界のほぼ半数が性生活に「満足している」と答えたが、日本人のほぼ４分の３は「満足していない」と回答した。

○治療なしにエイズ消滅？＝英国人男性
11月13日・時事通信

　ＨＩＶに感染したものの、治療も受けないまま、自然に治癒していたケースが英国で報告され、「奇跡」として医療関係者ら
を驚かせている。１３日付の英各紙によると、エイズの「自然治癒」が確認されたのは現在ロンドンに住むアンドルー・スティン
プソンさん（２５）。２００２年８月、３回にわたりＨＩＶの抗体が確認された。しかし、「０３年１０月、１２月、さらに０４年３月の検査
ではいずれも陰性」（タイムズ紙）との結果が出た。

○性交渉歴偽って献血　ＨＩＶ感染者ら起訴　シンガポール
11月14日・朝日新聞

　献血をした時に問診票に性交渉歴を偽って記入したとして、シンガポール司法当局はＨＩＶ感染者５人を感染症法違反の
罪で起訴した。ストレーツ・タイムズ紙（１０日付）によると、起訴されたのは２１～３７歳の男性。４人はほかの男性との性行為
があり、残る１人は複数の相手と性交渉をしていたのに、こうした行為を「していない」と問診に答えたという。献血では、リスク
のある人物からの提供を防ぐため、性交渉歴などを聞いている。５人とも、採取した血液が検査でＨＩＶ感染と判明した。

○３６時間連続でエイズ相談　全国１１カ所で受け付け
11月18日・共同通信ニュース速報

　１２月１日の「世界エイズデー」を前に、ＨＩＶ感染者らを支援している特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）「ＨＩＶと人権・情報
センター」（東京）は２６日午前１０時から２７日午後１０時まで、３６時間連続の電話相談を実施する。今年で１６回目。北海道
から九州までの１１カ所で、ボランティアのスタッフ約２５０人が交代で受け付け。

○＜コンドーム＞「いつも着用する」は１０代で７割を上回る
11月22日・毎日新聞

　セックスをするとき、いつもコンドームを使用する人が１０代では約７割に上ることが民間企業のアンケート調査で分かった。
２０代後半でいつも使用する人が５割を割り込んだのとは対照的で、１０代の性感染症への意識が高いことが分かった。調
査を行ったのは、音楽ビデオ放送「エム・ティ・ヴィー・ジャパン」（東京都港区）。同社は今年度から「ＨＩＶ／ＡＩＤＳ啓発活動」
を始めており、若者の性意識を把握する目的でアンケートを実施した。インターネットで男女３００人を対象に今年１０月から
１１月に実施。１５～１９、２０～２４、２５～２９歳の男女それぞれ５０人ずつから回答を得た。

○６６０カ所でエイズ検査　厚労省がキャンペーン
11月24日・共同通信

　１２月１日の世界エイズデーの前後に、全国約６６０カ所でエイズ検査を実施するキャンペーンが行われる。保健所に加え、
大学のキャンパス（広島県）やショッピングセンター（秋田県）などでも開設。エイズ拡大に歯止めをかけるには、利用しやす
い検査環境が欠かせないと、厚生労働省が全国の１２７自治体に呼び掛けて実現した。
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○エイズ感染防止へ避妊具使用を　東京で「レッドリボン」
11月27日・朝日新聞

　１２月１日の世界エイズデーを前にエイズへの関心を高めようと、東京の六本木ヒルズのアリーナで２６日、「レッドリボンキャ
ンペーン２００５」（厚生労働省、朝日新聞社など主催）が開かれた。会場には、２０００個以上のコンドームを使って「レッドリボ
ン」を表現したオブジェが登場。ＨＩＶの感染予防にはコンドームの正しい使用が効果的であることを訴えた。タレントの佐藤
江梨子さん、パンチ佐藤さんらによる「エイズ…あなたは『関係ない』と思っていませんか？」と題したトークショーでは、日本で
は今年、ＨＩＶ感染者とエイズ患者の累計が１万人を超えたことなどが報告された。

○拡大に対策追いつかず　４千万人超すＨＩＶ感染者
11月29日・共同通信

　エイズの感染拡大が止まらない。１２月１日の世界エイズデーを前に国連合同エイズ計画（ＵＮＡＩＤＳ）と世界保健機関（Ｗ
ＨＯ）が公表した２００５年版のエイズ報告書※によると、世界のＨＩＶ感染者は今年の新たな感染者４９０万人を含め、推計
約４０００万人に上る。ＵＮＡＩＤＳのピオット事務局長は「封じ込め対策が感染拡大に追いつかないのが実情。長期的で包
括的な対策が必要だ」と訴えている。報告書によると、アフリカのケニア、ジンバブエと中米のカリブ海諸国（バハマなど５カ
国）で成人のＨＩＶ感染者数が減少した例がみられるものの、東アジア、東欧、中央アジアで感染者数が急増している。特に、
人口が多い中国とインド、インドネシアでの対策強化が求められている。しかし、依然として事態が最も深刻なのは南部アフ
リカだ。報告書によると、人口では世界全体の１０％強にすぎない同地域に、ＨＩＶ感染者は全世界の６０％以上に相当する
２５８０万人が暮らしている。南アフリカでは、１９９０年に１％未満だった成人の感染率が１０年後には約２５％に跳ね上がった。

※日本語全訳　http://api-net.jfap.or.jp/siryou/worldnow/2005/2005.htm

○薬効かないエイズウイルスじわり　新規感染者の５％
12月2日・朝日新聞

　薬が効かない薬剤耐性のＨＩＶが国内でも広がっていることが、厚生労働省研究班による全国的な調査で明らかになった。
新たな感染者の約５％で、耐性ウイルスが見つかった。欧米の１０～２０％よりは低率だが、本格的な感染拡大が心配され
る。１日、熊本市で開催中の日本エイズ学会で発表された。研究班は、ＨＩＶ感染者の治療にあたる全国約３０の医療機関で、
０３～０４年に新たに感染が判明した５７５人（国内新規感染判明者の約３割）を対象に調べた。その結果、３１人（5.4％）で
ウイルスの遺伝子配列が薬剤耐性に変異していた。

○＜エイズ＞インド首相が「安全なセックス」で議論呼びかけ
12月2日・毎日新聞

　世界エイズデーの１日、インドのシン首相は国民に対しエイズのまん延を防ぐために「安全なセックス」についてオープンに語
り合おうと呼びかけた。シン首相は「我が国の若者にエイズの感染経路を教え、健全で安全な性生活に導く必要がある」と
強調し「タブー視をやめて家庭で性について語り合おう」と強く呼びかけた。同国では政府発表で５１３万人がエイズに感染
し南アフリカに次ぐ世界２位のエイズ感染国とされる。しかし性をタブー視する社会習慣がなお根強く、公の場でセックスの
安全性が語られることは極めて異例。首相の呼びかけはエイズまん延に対する危機感の表れとみられる。

○エイズ予防ネット発足　神戸市が２００万円拠出＝兵庫
12月2日・読売新聞

　世界エイズデーの１日、神戸市が「エイズ予防サポートネット神戸」を発足させた。市によると横浜市に続き全国２例目。企
業や団体などから１口１万円の年会費を集め、市内で予防啓発活動を行うボランティア団体などに、年２０万円を上限に支
援金を交付する。元市エイズ総合対策推進協議会長でウイルス学専門の本間守男・神戸大名誉教授と、矢田立郎市長
が発起人。市は今年度２００万円を拠出する。

○エイズ防げ！ ３００人行進　名古屋
12月2日・朝日新聞

　「世界エイズデー」の１日、名古屋市中区でパレードが行われた。約３００人がキャンドルを手に行進し、エイズへの理解を

HIVニュース
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訴えた。患者の支援団体や男性同性愛者のグループなど９団体、一般参加者の計約３００人が参加。病気への理解と支
援の象徴である「レッドリボン」を身につけ、「大切な人のためコンドームを使おう」などと書かれたのぼりを持って歩いた。

○日本エイズ学会：治療法・新薬開発を報告　国内外から８００人参加
12月3日・毎日新聞

　日本エイズ学会の第１９回学術集会・総会が、１日から、熊本市で開かれている。３日までの期間中、専門家らによる最新
の研究発表やセミナーが行われる。国内外から約８００人が参加。２日は、同市桜町の市民会館などで原田信志・熊本大
大学院医学薬学研究部教授による講演やエイズ治療法・新薬開発の報告があった。最終日の午前１０時からは、原田正純・
熊本学園大教授らによる水俣病とハンセン病についての教育講演も予定されている。

○薬の特許保護緩和、「コピー」調達容易に　途上国対象、ＷＴＯ決定　 
12月8日・朝日新聞

　世界貿易機関（ＷＴＯ）は６日、一般理事会を開き、アフリカなどの発展途上国がエイズなどの治療で安価な「コピー薬」を
調達しやすくするため、医薬品の特許権保護の在り方を定めた知的財産権に関するＷＴＯ協定の修正を決めた。自国では
治療薬を製造できない国が、インドやブラジルなどコピー薬を製造できる国に製造を依頼することを認め、特許権侵害の例
外措置とする。０７年１２月１日までにＷＴＯ加盟国の３分の２以上が修正を批准すれば、正式発効する。ＷＴＯは０３年８月
末に特許権保護の緩和を暫定措置として決めていた。

○ＨＩＶ、熟年女性に拡大の懸念
12月12日・読売新聞

　５０歳以降に初めてＨＩＶ感染がわかる女性のうち、体調不良などで偶然見つかる場合が４割強に上ることが、東京都立
駒込病院感染症科の調査でわかった。エイズは性行動の活発な若者の病気というイメージが強いが、調査を担当した看
護師の堀成美さんは「中高年にも新たな出会いが広がり、リスクが低いとされた熟年以降に感染が広がる懸念もある」と警
告している。日本エイズ学会で発表した。１９８６～２００４年に、同病院でＨＩＶ感染が初めて確認された５０歳以上の女性は
１４人で、５０歳代が８人、６０歳代が６人だった。このうち「夫などのエイズ発症、感染」をきっかけに感染がわかったのは５７％。
「自分の体調不良」「他の疾患の治療」がそれぞれ２１％と、自ら進んで検査を受けた例はなかった。

○Ｅ・ジョンさんが挙式　英、「シビル・パートナーシップ法」に基づき
12月21日・共同通信

　英国で事実上の同性婚を認める「市民パートナー法」が施行されたのに伴い、人気歌手のエルトン・ジョンさん（５８）とパー
トナーのカナダ人テレビプロデューサー、デービッド・ファーニッシュさん（４３）が２１日午前（日本時間午後）、ロンドン西郊のウィ
ンザー公会堂で、正式パートナーになる「結婚式」を挙げた。この日は、英国内で７００組のカップルが誕生するとみられる。

○タイ　エイズ死者が前年の３分の１に
1月14日・毎日新聞

　タイ保健省のまとめによると、同国のＨＩＶ感染による死者は昨年１年間で１６４０人と、０４年（５０２０人）の３分の１に激減し
た。同省は、国を挙げての啓発活動が功を奏したことに加え、感染者への抗ＨＩＶ薬の支給を始めたことが大きな要因と指
摘している。政府は今後２年間で１００万人以上といわれる感染者への支給を進める方針だ。

○2005年の献血者、ＨＩＶ陽性率が低下 
1月27日・朝日新聞

　昨年１年間に献血をした５３１万２８３０人（速報値）のうち、７８人がＨＩＶに感染し陽性反応が出ていたことが２６日、厚生
労働省の調べでわかった。８８年以降、毎年増加傾向にあり、０４年は９２人と過去最高になったが、初めて前年を下回った。
献血者１０万人あたりでみても、感染者は０４年の1.68人から1.47人に減った。厚労省は「保健所などで夜間や休日の検
査が普及したため、検査目的で献血する人が減ったことが一因ではないか」と分析している。

注：この記事データは各社の「速報記事」等をもとに編集したものです。



LAP NEWSLETTER Vol.41 2006　40

LAP NEWS LETTERバックナンバーのお知らせ
▼
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
号
は
品
切
れ
で
す
。　
▼
定
期
購
読
さ
れ
た
い
方
は
会
費
も
し
く
は
資
料
送
付
料
を
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

7号『在宅看護視察』『社会保障』 全36ページ
サンフランシスコ在宅看護視察／障害年金／TG用語集　他

バックナンバーをご希望の方は郵便振替で代金をお振り込みくだ
さい。郵便振替用紙の通信欄にご希望の号数・部数、郵送先を
ご記入ください。（1万円以下の場合は同額分の切手でも可）
■料金　1冊250円　■送料　1冊目190円、2冊目から1冊につき80円加算
■郵便振替　00290-2-43826　「LIFE AIDS PROJECT」
■切手送付先　〒100-8691　東京中央郵便局私書箱490号　LAP宛

8号『障害年金の申請手順と解説』 全48ページ
障害年金の申請手順と流れ／性感染症解説　クラミジア　他

9号『HIV感染症の医療環境』 全32ページ
PWAの医療環境の現状と今後（2）／エイズ予防法　他

10号『入院生活のすごし方』 全36ページ
入院患者Aさん、看護婦Bさんの一日／薬害エイズの加害責任　他

11号『HIV陽性者のセックスライフ』 全40ページ
PWAの恋愛日記　僕たちの場合（1）／A型肝炎解説　他

12号『セーフェストセックス講座』 全44ページ
岩室紳也医師の「セーフェストセックス講座」／B型肝炎解説　他

13号『医者との上手な付き合い方』 全48ページ
人はどうやって医者になるのか／食事作り／B、C型肝炎解説　他

14号『免疫学入門（前編）』 全32ページ
免疫学講座（前）／日本感染症学会／ハンセン病講習会　他

15号『インターネット活用法』 全32ページ
PWAのインターネット活用法／「免疫学講座」（後）／食中毒　他

16号『ウイルス学初級講座』 全32ページ
山本直樹東京医科歯科大学教授の「初級講座」／保健所エッセー 他

17号『ピアカウンセリング』 全32ページ
ピアカウンセリング／薬害和解の成果と課題／感染症対策　他

23号『障害者認定申請窓口の対応』 全28ページ
窓口突撃調査／本来の公衆衛生／コラム「ウイルスは消えない」　他

24号『南北格差だけではないギャップ』全32ページ
第12回国際エイズ会議（ジュネーブ）報告／コラム「人権」　他

25号『ピアカウンセリングの可能性』 全24ページ
日本向けピア・カウンセリング／保健所ってどういうところ？　他

30号『横浜文化フォーラム報告』 全32ページ
7年目を迎えた市民による市民のためのフォーラム「2000 AIDS文化
フォーラム参加報告」／公衆衛生医からのエッセー「インターネット
雑感」／HIV関連インターネット情報／AIDS&Societyフォーラム報告
「疫学研究の成果をどう活かすか」／コラム「エイズの時代」　他

35号『名古屋のゲイコミュニティとHIV』全40ページ
ANGEL・LIFE・Nagoya河村氏の活動報告／厚労省検討会／患者さ
ん、医療者へ。3つの視点から情報発信／2002 AIDS文化フォーラム
参加報告／プレカップ神戸2002報告／ヘテロ（異性愛者）がどうして
セクシュアリティのことをやるのか／コラム「エイズ・ノイローゼ」　他

36号『フィリピン共和国における疫学』 全36ページ
フィリピン共和国におけるHIV/AIDS流行の疫学／2002年度ボラン
ティア指導者研修会／宇田川フリーコースターズから見るセクシュア
リティ／季刊『にじ』／公衆衛生医からのエッセー「spiritual health
考」／第16回学会／コラム「SARSはエイズパニックの再来か」　他

37号『警視庁HIV感染者解雇訴訟』 全44ページ
警視庁の敗訴確定-原告の手記／検査をしてもいい職種はあるのか／
家西悟氏の目指す社会／セックスレスから考えるセクシュアリティ／
携帯電話割引きへの要望と回答／公衆衛生医からのエッセー「道徳
を超えて」／2003文化フォーラム／山元泰之医師インタビュー　他

38号『当事者に役立つ福祉講座』 全44ページ
ソーシャルワーカーの活用法／ICFという新しい考え方／ワーカーに
聞いてみたい。こんなこと、あんなこと／身体障害者のための主な保健
福祉サービス／性教育の基本／公衆衛生医からのエッセー「正しい
知識に気をつけよう2」／コラム「遺族の心理ケアを考える」　他

39号『当事者に役立つ医療講座・初級編』全48ページ
病気の基礎知識・治療ガイドライン・副作用のあれこれ／distaの活動
／2003・2004年度ボランティア指導者研修会／2004 AIDS文化
フォーラムin横浜参加報告／エッセー「勝ち組・負け組はもうやめませ
んか」／コラム「気持ちのいいセーファーセックスのすすめ」　他

34号『プリベンション・ケースマネジメント』全32ページ
HIV感染予防介入策としてのプリベンション・ケースマネジメント（PCM）
／公衆衛生医からのエッセー「“効いた”ということ」／セクシュアリティ
についてよく知らない人に話すときのココロエ／薬害エイズ裁判和解
6周年記念集会／コラム「患者会のあり方に関する提言」　他

33号『セクシュアルオリエンテーション』全36ページ
入門講座②「セクシュアル・オリエンテーションはどこへ向かうのか」／
MSMを対象としたHIV検査会（名古屋）／HIVポジティブの人 を々応
援するサイト「Positive Street」紹介／エイズ学会報告／「自分のこと
を自分で決めるのは難しい？」／コラム「血液-高まる危険性」　他

32号『セクシュアリティ入門』 全32ページ
木谷麦子「知った気でいるあなたのためのセクシュアリティ入門講座」
／2001 AIDS文化フォーラム参加記／HIV感染不安者への対応／
ボランティア指導者研修会報告／公衆衛生医からのエッセー「わか
りあう」／コラム「感染を知らない自由の尊重が必要だ」　他

※LAPニュースレターは順次、ホームページに全文掲載しています。
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40号『LAP Positive TALK参加者インタビュー』全52ページ
感染を知ってからこれまでのこと、これからのこと／第7回アジア・太平
洋地域国際会議レポート／2005年度ボランティア指導者研修会／
堀成美さんインタビュー「女性とHIV」／エッセー「勝ち組・負け組はも
うやめませんか」Part2／セクシュアリティ入門「YESと言える女」　他

31号『学会報告・分野を越えての交流』全28ページ
第14回日本エイズ学会（京都）レポート／日本性感染症学会第13
回学術大会報告／第8回日本HIVカウンセリングワークショップ／公
衆衛生医からのエッセー「サービス利用者の満足は、従事者の満足
からはじまる」／コラム「プライバシー権の概念とその限界」　他

28号『福祉の現場からの報告』 全28ページ
HIV感染者の身体障害者手帳取得にまつわる問題と今後の課題　他


